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【論文】 

 

家家庭庭科科「「食食」」分分野野ででのの「「誤誤っったた知知識識」」ののリリババウウンンドドをを  

防防ぐぐたためめのの教教授授方方略略ににつついいてて 

 

 

                             植松公威* 

奥山瑛未・松尾愛華** 

 

 

研研究究のの目目的的  

教授学習場面で提示されたルール（法則）を学習者が課題解決に適用できないことがあ

る。その要因として工藤（2003）は学習者がルールという一般化可能な情報が提示された

という解釈ができないという問題を指摘した。また，工藤・佐藤・進藤（2021）は「誤っ

た知識」の存在がルール学習を妨害するという「誤ルール説」や例外への懸念などにより

ルールの一般化可能性を低く見積もるという「ルール誤解釈説」について妥当性を検討し，

それらを否定的に判断した上で，学習者が「ルールを課題解決に積極的に使用しない点に

問題がある」ことを示した。しかし，これらの問題や説はいずれも学習者側の要因であり，

教授者側の要因については十分に検討されていない。  

これに関して波多野・稲垣（1973）は授業の冒頭で子どもに疑問や知的好奇心を起こさ

せるような操作を行えば，子どもの学習活動が誘発され，あとから与えられる情報は，そ

れがこの疑問を解決するのに役立つ程度に応じて，習得され，利用されると述べている。

この提起から，教授者側の要因として，学習者のもつ過去経験とそれと矛盾する教授者か

らの新しい情報を提示して認知的葛藤を起こすことによって，それを解決できるルールを

提示すれば，そのルールの適用は促進されると考えられる。一方，認知的葛藤を起こして

も，それを解決できないルールを提示した場合には「認知的ダメージ」（使えない，わから

ない）や「認知的困難」（理解が難しい）が生じ，ルールの理解と使用が困難になると予想
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される。認知的葛藤を解決するためのルールとしては「範囲画定型ルール」が，解決でき

ないルールとしては「非画定型ルール」が挙げられる（植松 ,2020）。 

そこで，本研究では認知的葛藤を与えた場合には「非画定型ルール」よりも「範囲画定

型ルール」を提示した方が，理解や適用が促進され，誤概念がリバウンドしにくく，一方

認知的葛藤を与えない場合には知的好奇心や問題解決の動機づけが弱いため，どちらのル

ールも適用が促進されず，差がないという交互作用の仮説を立てる。  

 

方方法法  

概概要要：ルールの種類（範囲画定または非画定）×認知的葛藤（有無）に基づき４群を設け

た。題材は家庭科「食」分野の「野菜の旬」を取り上げる。中学校の教科書には「野菜に

は旬がある」という「非画定型ルール」が記されている。しかし，学習者はスーパーなど

で一年中，ほぼ同じ値段で売られている野菜が多いことを過去経験として知っている。そ

こで，なぜ一年中売られているのかを説明し（ハウス栽培など），その事実を認めつつ，露

地栽培では旬があることを説明した「範囲画定型ルール」を提示する群も設ける。  

課題はニンジン，タマネギ，トマト，カボチャ，キャベツ，ダイコン，ピーマン，ブロ

ッコリー，キュウリの９つに旬があるか，ないか，わからないかを３回答えてもらった。

「旬がない」と「わからない」を誤概念反応とした。  

手続き（冊子の構成）は，過去経験の情報→課題（事前）→読み物（トマトには旬があ

る）→トマトの栽培カレンダー（有無を操作）→ルールの提示（種類を操作）→課題（事

後Ⅰ）→過去経験の情報（再度）→課題（事後Ⅱ）。トマトの栽培カレンダーには種まきと

収穫時期が明記されているので過去経験と矛盾する。この情報の有無によって認知的葛藤

を操作した。誤概念反応数（０～９）が事前から事後Ⅰへ減少し，事後Ⅱで増加に転じる

反応をリバウンドと定めた。  

学学習習者者：宮城県内の私立の大学と短大の学生 263 名。 

 

Table1 過去経験の情報 

「私たちが経験していること」 

私たちが，野菜売り場でふつうに目にすることのできる野菜は，およそ 100 種もありま

す。スーパーマーケットの野菜売り場に行ってみましょう。色とりどり，いろいろな形の

野菜がならんでいます。キュウリ，トマト，ナス，キャベツなど１年中，店頭にならんで
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いる野菜は少なくありません。 

そのなかで，トマトは，大きさや色の違うものが，１年中お店にならべられ，いま家庭

でいちばんよく買われている重要な緑黄色野菜になりました。現在は，ハウス栽培などに

より１年中，簡単にスーパーで手に入ります。トマトは１年中，食べられます。また，ト

マトはケチャップやジュースにも使われています。 

 

Table2 読み物，「トマトの栽培カレンダー」，「範囲画定型ルール」 

「トマトには旬があるだろうか」 

①ナスにキュウリ，カボチャにトウモロコシなど，あつい夏に旬（しゅん）をむかえる野

菜はたくさんあります。なかでも夏らしい野菜といえば，トマトではないでしょうか。 

②旬というのは，野菜や果物などの作物や，海や川の魚介類などが，たくさんとれて，味

もよく，栄養も豊富にふくんでいる時期のことです。値段が安くなるのは，特別なことを

しなくてもたくさんとれるからです。 

③とくに四季がある日本では，季節ごとにおいしい食材が変わり，バラエティに富んだ料

理が，食卓をにぎわします。野菜は，栽培に適した時期と気候のなかで育つと，ビタミン

やミネラルなどの栄養分が増えます。本来もっているかおりや甘み，酸みや苦みなど，味

の特徴もはっきりとあらわれます。 

④たとえば，夏の太陽をあびて熟したトマトは，うまみの主成分であるグルタミン酸が豊

富になるといわれています。また，栄養素のひとつであるカロテンは，ほかの時期の約３

倍，ビタミンＣは約 1.5 倍にもなります。旬の夏，トマトは味も栄養価もほかの時期とく

らべて，とくにすぐれています。 

⑤トマトはビタミンＣが豊富ですし，トマトの赤い色のもとになっているリコピンは，ガ

ンなどの病気にかかるのをふせぐといわれています。また，トマト独特のすっぱさのもと，

クエン酸は，食欲をわかせたり，つかれを回復したりする効果があります。あつい夏，食

欲がおちたり，つかれたりしたときには，トマトを食べると元気になるのです。ヨーロッ

パでは，「トマトが赤くなると医者が青くなる」ということわざがあるほど，トマトは健康

によい食べ物です。 

⑥夏が旬のトマトですが，最近は，温室で育てる技術が発達したため，旬に関係なく，１

年中いつでもお店で売られています。トマトを温室で栽培すると，暑さや寒さ，台風や雪

などの悪天候に左右されません。鳥や動物に食べられることがないので，みた目もきれい
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です。１年中，同じ品質のものを，一定の量だけ収穫できるので，作物を計画的に売るこ

とができ，農家の収入も安定します。そして，私たちも，季節をとわず，好きなときに，

食べられるようになりました。 

⑦しかし，季節はずれの食べ物をつくるには，お金と資源がかかります。たとえば，冬に

トマト１個を実らせるためには，暖房などで牛乳びん１本分の石油が必要だと言われてい

ます。そのぶん値段も高くなり，しかも，味も栄養も，旬のものにはかなわないのです。 

⑧値段が安く，おいしく，栄養があるトマトを食べるためには，雨，風，太陽が直接あた

る，生育に合った気候で栽培された旬のトマトを選ぶとよいのです。 

 

「「トトママトトのの栽栽培培カカレレンンダダーー」」をを見見ててくくだだささいい  

 

 

 トマトは寒さに弱いので，霜（しも）の心配がなくなる４月下旬～５月中旬ごろに植え

つけます。そうすれば，７月から９月ごろまでの間，実をつけて，収穫できます。 

※地域や品種によって多少のちがいがあります。 

 

 まとめると，次のきまり（法則）が成り立ちます。 
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野野菜菜にに成成りり立立つつききままりり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）読み物は「非画定型ルール」（野菜ならば旬がある）が提示された場合には，①から⑤

段落まで記述された。どちらの群も「トマトの栽培カレンダー」の有無が操作された。 

 
１ 農家として，みた目の良

い野菜を，１年中、収穫でき

て、安定して収入を得たい。 

 
５ 私たちは，おいしく，栄

養があり，価格が安いものを

食べたい。 

２ ビニルハウスや温室で

野菜を栽培すると，雨や気

温の影響を受けず，みた目

もよく１年中，収穫できる。 

３ １年中スーパーや八百

屋で売られているため，旬

がわかりにくい。  
（輸入品やさまざまな産地

からも季節に関係なく入っ

てくる）。 

４ １年中スーパーなどで

売られているものの中には

季節はずれのものもある。そ

れらは味や栄養がよくない。

価格も高い。 

６ 雨，風，太陽が直接あた

る，生育に合った気候で栽培

された野菜，つまり露地（ろ

じ）栽培(戸外でつくる栽培)
で育った野菜を選ぶとよい。 

 
 
７ それらは特定の時期に

だけ出回る。 

 
 
 
８ 野菜には旬がある。  
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結結果果  

分分析析対対象象者者：記入に不備があった２名，事前課題でトマトに旬があると答えた 158 名，事

前の誤概念反応数が１つだけであった１名，実験協力に同意しなかった１名，前のページ

に戻って誤概念反応数が事後Ⅱで０になった３名，３回の課題で全ての理由に無回答だっ

た 10名を除外した。分析対象は 88 名となった。内訳は Table３参照。 

リリババウウンンドド抑抑制制にに効効果果ががああっったたののははどどのの条条件件かか   

リバウンド抑制効果については①リバウンド発生者数，②誤概念反応数が事後Ⅱで０に

なった修正者数，③事前から事後Ⅱへ誤概念反応数がどのくらい減少し０に近づいたか，

④事後Ⅰから事後Ⅱへの推移の４つの観点から仮説の分析を行う。  

 

Figure１誤概念反応数 

①① リリババウウンンドド発発生生者者数数（（TTaabbllee３３参参照照））  

仮説とは異なり，画定有群と非画定有群の間には大きな差がなかった。画定無群と非画

定無群の間に大きな差があった。なお画定無群のリバウンド発生者数がゼロであったため，

セルを統合して画定型２群と非画定型２群の差を見たところ，画定型提示の方が，有意に

リバウンド発生者数が少なかった（χ２(1)=6.85,p<.01）。 

②② 修修正正者者数数（（TTaabbllee３３参参照照））  

画定有群が最も高かった。２要因のχ２検定を行ったところ交互作用は有意ではなかっ

た（χ２(1)=0.80,n.s.）。提示ルールと認知的葛藤の主効果も有意ではなかった（それぞれ

χ２(2)=4.49,n.s.;χ２(2)=0.99,n.s.）。事前から事後Ⅰへの減少者数に限定して同様に分析し

たところいずれも有意ではなかった（交互作用 :χ２(1)=0.12,n.s.;提示ルール:χ２

(2)=3.46,n.s.;認知的葛藤:χ２(2)=0.18,n.s.）。 
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ルールの種類 画定 非画定 計
なし 37 27 64
あり 2 10 12
計 39 37 76

χ２（1）＝6.85 p<.01  

認知的葛藤 有 無 計
なし 32 32 64
あり 6 6 12
計 38 38 76

NS  
Figure２リバウンド発生者数  

 

リバウンド
発生者率

修正者数 修正者数

減少・変化なし 減少・減少
減少・増加
(リバウンド)

変化なし・
変化なし

その他
事前から事
後Ⅰへの減
少者限定

画定　有 22名 17（77％） 2（９％） 2（９％） 10% 1（５％） 0 14（64％） 14（67％）

非画定　有 21名 11（52％） 2（10％） 4（19％） 24% 3（14％） 1（５％） ７（33％） ７（41％）

画定　無 22名 16（73％） 2（９％） 0 0% 3（14％） 1（５％） 11（50％） 11（61％）

非画定　無 23名 12（52％） 2（９％） 6（26％） 30% 0 3（13％） ９（39％） ９（45％）

Table３　野菜９事例における誤概念反応数の変化のパターンごとの人数と修正者数

③③  事事前前かからら事事後後ⅡⅡへへのの減減少少数数（（TTaabbllee４４参参照照））  

２要因の分散分析の結果，いずれも有意ではなかった（交互作用:F(1,84)=1.21,n.s.;提示

ルール: F(1,84)=2.29,n.s.;認知的葛藤:F(1,84)=0.01,n.s.）。事前から事後Ⅰへの減少者に

限定しても，いずれも有意ではなかった（交互作用 :F(1,72)=0.04,n.s.;提示ルー

ル:F(1,72)=2.52,n.s.;認知的葛藤: F(1,72)=0.30,n.s.）。 

④④ 事事後後ⅠⅠかからら事事後後ⅡⅡへへのの推推移移（（TTaabbllee４４参参照照））  

２要因の分散分析の結果，全体ではいずれも有意ではなかった（交互作

用:F(1,84)=0.02,n.s.;提示ルール:F(1,84)=2.72,n.s.;認知的葛藤: F(1,84)=0.00,n.s.）。事前

から事後Ⅰへの減少者に限定した場合は提示ルールの主効果のみ有意であり，画定型提示

の方がリバウンドしにくかった（交互作用 :F(1,72)=0.02,n.s.;提示ルール: 

F(1,72)=4.47,p<.05;認知的葛藤:F(1,72)=0.18,n.s.）。 

全体
事前から事後
Ⅰへの減少
者

全体
事前から事後
Ⅰへの減少
者

画定有 4.68（2.36） 4.90（2.17） 0.14 0.14

非画定有 3.10（2.96） 3.88（2.74） -0.38 -0.47

画定無 4.09（3.01） 5.11（2.22） 0.09 0.11

非画定無 3.83（2.90） 4.30（2.66） -0.35 -0.6

Table４　リバウンド抑制に関する結果（SD）

③事前から事後Ⅱへの減少
数

④事後Ⅰから事後Ⅱへの推
移
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Figure３事後Ⅰから事後Ⅱへの推移（左が全体，右が事前から事後Ⅰへの減少者限定）  

 

考考察察  
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【特別寄稿】 

 

セセンンタターー報報（（VVooll..88））にに寄寄せせてて  

 

菅 野 修 一* 

 

2023 年 12 月にこの原稿を執筆している。今現在、ロシア連邦の隣国ウクライナへの露骨な侵

略戦争が勃発して 1 年 10 か月になり、双方の一進一退が報道されているのみで、戦争終結の兆

候が全く見通せず、戦争が日常化してしまっている。さらに不幸なことに、今年の 10 月にはイ

スラエル国とパレスチナ自治区のガザ地区を実効支配するハマスとの間で大規模な軍事衝突も

始まり、こちらも現在進行中で収束の見通しが全く立っていない状況である。このようななか、

著者を含めた多くの日本国民は日常生活を淡々とすごしていることは当然ではあるものの、現

在の状況にはがゆさを感じるのは著者だけではないことも想像に余りある。そして残念なこと

に、これも著者だけの認識ではないと思われるが、現在のこの状況は新しい形の世界大戦が進行

中であると言わざるを得ない。さらに重ねて非常に残念なことに、この新しい形の世界大戦を即

時に止める力に関しては、著者個人には全くない。しかしながら、少し長いスパンで考えると著

者が生業とする『教育』の仕事、換言するならば『人間を仕上げる仕事』、さらに正確に表記す

るならば『まともな人間に仕上げる仕事』にこそ、将来の人間社会に対する淡い希望が見え隠れ

する。ここでの『まともな人間』の定義は簡潔単純ではないものの、少なくとも問題解決の手段

ということはもちろん、どのような理由があろうとも暴力を完全否定することが含まれなけれ

ばならない。まわりくどくなってしまったが、『教育』こそが、ここで一例として取り上げた戦

争をはじめとする、さらには現在の人間社会における恒常化している様々な問題解決に関する

本質的さらには最も効果が期待される解決手段になると著者は認識している。このような大上

段から振り下ろす表現は、著者の専門が『教育学』ではないものの、短くない期間教壇に立ち続

けている人間としての信念から湧き出る気持でもある。故に、前言をある意味ではひっくり返す

こととなるが、このような不条理な状況下においても、粛々と自身の大学における日常の教育・

研究の職務に対して重責を感じながら遂行すること自体が、大きな力になり得ると著者は信じ

ている。そしてこのようなことをわざわざ記述するのは、先日リトアニア共和国の親しい友人か

ら次のような美しいクリスマスカードが届いたことによる。さらにこの背景として著者は以前、

国際会議 1),2)で同国を訪れた際にこの友人の自宅に宿泊させていただいた経緯や、今年(2023 年)

 
* かんの しゅういち 東北生活文化大学家政学部 
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* かんの しゅういち 東北生活文化大学家政学部 
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の 3 月にはこの友人ご夫妻がリトアニア共和国の地から、はるばる仙台の地に著者を訪ねてこ

られ一緒に過ごしたことなどから、日本に住んでいる著者とは比較にならない程、隣国における

戦争の影響を現在大きく受けているこの友人のことを実感としてわかったことがある。つまり、

このような厳しい状況下、この友人が何事もなかったように前を見つめて淡々とこれまで通り

の日常生活を続けていることに対して敬意を覚えた。このようなことから、私のこの友人に対す

る返信は以下のようなものであった。 

 

Laba diena, Rolandas, 

Merry Christmas! Ačiū for your beautiful Christmas card! My family and me are very 

happy. Although our time together was short this year, it was an irreplaceable memory 

to spend together. Personally, I have had some 

sad moments, but I will continue to move 

forward. Thank you for all the encouragement. 

By the way, another sad thing has happened in 

our world. It is a war between Israel and 

Palestine. It is no exaggeration to say that the 

current world situation is a new type of world 

war. I'm disappointed that I can't do anything, 

but I also think it's important to live to the 

fullest every day. May peace come next year. I 

and all my family strongly hope that next year 

is a good year for you and all your family, 

Urte, Gabriele, Elze, Nijole, and Zenonas. I do 

not forget the stay in your country. 

Shuichi 

 

さて、本稿は東北生活文化大学の『教職課程センター報』（Vol.8）に寄せるものである。次

頁からは、著者の研究テーマに沿った内容について記述する。 
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【論文】 

  

11--エエチチルル--22,,33--イイミミダダゾゾリリウウムムカカチチオオンンをを有有すするるイイオオンン液液体体をを開開始始剤剤ととすするる重重

合合のの特特殊殊なな重重合合挙挙動動  

 

菅 野 修 一* 

 

11..  序序説説  

著者がイオン液体をラジカル重合の重合開始剤として研究をスタートさせた背景については、

前年度の『教職課程センター報』3)にも簡潔にまとめているのでここでは省略する。更に、著者

のこの分野における研究の全体像については、参考文献にその一部を示したとおりである 4)-124)。

現在まで蓄積してきたこれらの研究結果をベースとして、本研究では多置換イミダゾリウム系

イオン液体に着目し、当研究室でこれまで検討してきた Scheme 1と Scheme 2にそれぞれ示す

臭化 1-エチル-2,3-ジメチルイミダゾリウム([edmim]Br)115),119)-124)や 1-エチル-2,3-ジメチルイ

ミダゾリウムテトラフルオロボラート([edmim]BF4)124)と同一カチオン構造を有する、Scheme 3

に示す 1-エチル-2,3-ジメチルイミダゾリウムトシレート([edmim]C6H4CH3SO3)を重合開始剤とす

る、メタクリル酸メチル(MMA)の様々な重合条件下での基礎的な重合挙動について検討している。 

  

22..  実実験験  

22--11..  試試薬薬  

22--11--11..  MMMMAAのの精精製製    

 ビニルモノマーであるMMA（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）約250 mLを、含有ヒ

ドロキノン(HQ)を除去するための前処理として、分液ロートを用いて5 %亜硫酸ナトリウム水溶

液約100 mLで3回、5 %水酸化ナトリウム水溶液約100 mLで3回、20 %塩化ナトリウム水溶液約100 

mLで3回、最後に蒸留水約100 mLで3回処理し、その処理液が中性になったことを確認した。その

後、無水硫酸ナトリウム約30 gで約1日乾燥し減圧蒸留を行った。この際、減圧度115 mmHg〜125 

mmHg、ベーパー温度35 °C〜45 °Cの留分をトラップした。この精製したMMAは超高純度アルゴ

ン雰囲気状態で茶褐色メジューム瓶中に封入し、使用直前まで-20 °Cの冷凍庫に保存した。  

22--11--22..  HHQQのの精精製製  

 
* キーワード：ラジカル重合開始材／イオン液体／ビニルモノマー／1-エチル-2,3-ジメチルイミダゾリウ
ムトシレート／メタクリル酸メチル 
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 ラジカル重合禁止剤の HQ（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）は、蒸留水を溶媒と

して再結晶を行った。38 oCの蒸留水 100 mLに対して HQ約 13 gを 500 mLの三角フラスコ内で

溶解し 3日間遮光し常温で放置後、吸引ろ過しシャーレに取りアルミホイルで遮光した状態で、

暗室に置いたデシケーターに 2日間放置した。 

22--11--33..  22,,66--ジジ--第第三三--ブブチチルル--pp--ククレレゾゾーールル（（BBHHTT））のの精精製製  

 ラジカル重合禁止剤の BHT（富士フイルム和光純薬工業株式会社、特級）は、エタノールを溶

媒として再結晶を行った。常温のエタノール 100 mLに対して BHT約 31 gを 500 mLの三角フラ

スコ内で溶解し、冷蔵庫中で 3日間遮光しながら放置し。その後、減圧ろ過し、シャーレに取り

出し遮光した状態で、暗室内のデシケーターに 2日間放置した。 

22--11--44..  そそのの他他のの試試薬薬  

重合開始剤としてのイオン液体である[edmim]C6H4CH3SO3 はメルク社製の市販品をそのまま使

用した。ラジカル連鎖移動剤としての 1-ドデカンチオール（1-DT）（シグマ-アルドリッチ，純

度 98+%）は市販品を精製することなく使用した。重合溶媒であるテトラヒドロフラン（THF）（富

士フイルム和光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・ジオキサン（富士フイルム和

光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・ジグリム（Aldrich）・トルエン（富士フ

イルム和光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・ベンゼン（富士フイルム和光純薬

株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・N,N-ジメチルホルムアミド（DMF）（富士フイル

ム和光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・ジメチルスルホキシド（DMSO）（富士

フイルム和光純薬株式会社，高速液体クロマトグラフィー用）・四塩化炭素（CCl4）（富士フイ

ルム和光純薬株式会社，インフィニティーピュアー試薬）は、それぞれ市販の試薬をそのまま用

いた。また、重合系脱酸素のためのバブリングに使用した窒素ガスは、東邦アセチレン株式会社

製の高純度品（純度 99.5 %以上）を使用した。 

22--22..  重重合合方方法法  

 重合はパイレックスガラス製褐色重合管を用いて行った。空気雰囲気下の実験については、こ

こにメカニカルピッペトを用いてモノマー・重合溶媒・[edmim]C6H4CH3SO3を仕込み、プラスチッ

ク製ねじ式キャップで密閉した。その後十分に撹拌し重合管内を均一状態にした。比較データを

とるための窒素雰囲気下の実験に関しては、あらかじめ重合管に超小型の撹拌子を入れ、同じく

メカニカルピッペトを用いてモノマー・重合溶媒・[edmim]C6H4CH3SO3を仕込み、ラバーセプタム

キャップで密栓した。さらに、この重合管をビーカー中の氷水に浸した状態で、モノマー溶液を

マグネティックスターラーで撹拌しながら、ラバーセプタムキャップに差し込んだ 2 本の注射

針の片方から高純度窒素ガスを 10分間（450〜500 mL/min）吹き込むことにより系中の空気を除
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去した。2本の注射針を抜いた後のラバーセプタムキャップには、ビニールテープ・シーロンフ

ィルム・ポリエチレンフィルムを順に被せ輪ゴムで止めることで重合管内への空気の混入防い

だ。これら重合管を所定温度にコントロールされたウォーターバスに設置した時点で重合開始

とした。所定時間経過後、重合管内の重合反応溶液を 100 mLビーカーに入った貧溶媒であるメ

タノールを強撹拌した中に投ずることで、重合反応を停止すると同時に生成ポリマーを沈殿さ

せた。この沈殿したポリマーを濾過分別した後、50 oCの真空乾燥器内でフルバキューム下、一

昼夜減圧乾燥してモノマー転化率を重量法で求めた。 

22--33..  生生成成ポポリリママーーのの分分析析  

 得られたポリマーの数平均分子量（Mn）及び分子量分布（Mw/Mn）は、THF に溶解し濾過

したポリマーサンプルを試料溶液として、ゲルろ過クロマトグラフィー（GPC）の測定で求めた。

GPC装置としては、島津 RID-10A示差屈折率計・島津 SCL-10AVPコントローラー・島津 LC-10ADVP

ポンプ・TSK ゲルカラム（GMHHR-M）・島津 DGU-12Aオンライン脱気装置からなる島津 LC-VP シ

ステムを使用した。展開溶媒としては THFを流速 0.8 mL/mimで使用し、カラム温度は 40 oCに

設定した。検量線は、1.3×103から 2.3×106 AMUの範囲の標準単分散ポリスチレン（富士フイル

ム和光純薬工業株式会社）から作成し、島津 LC Solutionソフトウェアを用いてデータ解析を実

行した 

  

33..  結結果果とと考考察察  

まずは基本的な重合挙動を確認するため、Figure 1に空気雰囲気下における60 oC での

[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMAの溶液重合における重合溶媒である THF・ジオキサン・ジ

グリムの影響に関する時間‐重合率曲線を示す。Figure 1から、重合溶媒の違いにより MMAの重

合速度に大きな差異あるという視点からの重合溶媒の影響を確認することができる。より具体

的には、MMAの重合速度の速い順に THF溶液重合・ジグリム溶液重合・ジオキサン溶液重合とな

っている。特に MMAのジオキサン溶液重合については、他の2つの溶液重合と比較して著しく重

合速度の遅いことに加えて、重合初期段階では全く重合の進行しな

いことが特徴である。ここで明らかになった重合溶媒の影響に関し

てさらに詳しく検討する観点から、Table 1には Figure 1に対応す

るデータとして、得られたポリマーの重合率と数平均分子量（Mn）、

および分散（Mw/Mn）の数値データをまとめて示す。基礎的な重合

挙動として Table 1からまず認識すべきは、THF溶液重合・ジオキサ

ン溶液重合における MMAの熱自己開始自己加速重合は完全に禁止さ
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れることである。つまり、THF 溶液重合とジオキサン溶液重合に関しては、[edmim]C6H4CH3SO3が

MMAの重合開始剤として有効に働いていることを明確に確認出来る。これに対して、MMAのジグ

リム溶液重合は熱自己開始自己加速重合が進行する。このことから、ここで与えられた重合条件

下においては、MMA のジグリム溶液重合に関する[edmim]C6H4CH3SO3の確かな重合開始能を確認す

ることは困難であることがわかる。換言するならば、先の Figure 1でも確認した MMAのジグリ

ム溶液重合は、[edmim]C6H4CH3SO3によって開始された重合と熱自己開始自己加速重合が併発して

いるという推定が成り立つ。さらに、重合率および生成ポリマー分子量にも際立った差異の認め

られない（Table 1の Entry 14と Entry 15を比較参照）事実から、単なる熱自己開始自己加速重

合の可能性も否定できない。一方、THF溶液重合とジオキサン溶液重合における生成ポリマー分

子量に着目すると、ジオキサン溶液重合から得られた生成ポリマー分子量は重合率が低いにも

かかわらず、THF溶液重合から得られたそれと比較して大きいことが特徴である。この重合挙動

は、同一条件下における臭化1-ブチル-3-メチルイミダゾリウムを開始剤とする MMAの溶液重合

でも以前報告しており111)、詳しい原因について現時点で不明であるものの、重合溶媒の選択で

生成ポリマー分子量を制御出来ることを示唆しており興味深い。加えて、これら MMAのジオキサ

ン溶液重合よりも THF 溶液重合の方が重合速度の速いという重合挙動は、[edmim]Br や

[edmim]BF4を開始剤とする同様の重合でも観察されている124)。次に、Table 1に対応する重合温

度の10 oC低い50 oCにおけるデータを Table 2にまとめて示す。Table 2から重合温度の低下に

伴い、すべての MMAの溶液重合の重合速度も低下するが、ジオキサン溶液重合については重合が

全く進行しない。また THF溶液重合に着目すると、先の60 oCの重合と比較すると低い重合率で

あるにもかかわらず高分子量ポリマーが得られることに

関しては、この重合が空気雰囲気下で進行することに関連

し、空気中の酸素バイラジカルがラジカル連鎖移動剤とし

て働き、このラジカル連鎖移動反応が低温で抑制されてい

ることが示唆される。一方、上述の60 oCにおいて進行す

る MMAのジグリム溶液重合とは異なり、50 oCにおいては

熱自己開始自己加速重合が完全に禁止されることから、ジ

グリム溶媒中ではこの重合温度での[edmim]C6H4CH3SO3の

MMAに対する重合開始能を確認することができる。さらに、

50 oCのジグリム溶液重合で得られたポリマーも THF溶液

重合同様、先の60 oCの重合と比較すると低い重合率であ

るにもかかわらず、高分子量であることが特徴である。つ
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まり、ここで得られたデータは重合溶媒の選択のみならず、空気雰囲気下の重合ということもあ

り、重合温度の調整によっても生成ポリマー分子量を制御出来ることを示唆している。ちなみに、

Table 3にまとめて示したように、これら3種類の MMAの溶液重合は40 oCにおいては完全に禁止

される。換言するならば、[edmim]C6H4CH3SO3はここで与えられた重合条件下40 oCにおいては MMA

に対する重合開始能のないことが確認できる。ここまで述べた[edmim]C6H4CH3SO3の重合開始能に

対する重合温度の影響をまとめる観点から、Figure 2には空気雰囲気下における40 oC・50 oC・

60 oC での[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMA の THF 溶液重合の時間‐重合率曲線を示す。

Figure 2から改めて、この重合反応の明確な重合温度依存性が確認できる。さらにここで確認し

た重合挙動は、[edmim]BF4を重合開始剤とした同一条件下の MMAの THF溶液重合でも確認できる

124)。つまりそこでは、重合温度60 oCで進行している重合と比較して、重合温度50 oCでは著し

く重合が抑制され、重合温度40 oCにおいては完全に重合が禁止される。加えて、[edmim]Brを

重合開始剤とする同一条件下における MMAの DMF溶液重合においても、重合温度が70 oCから50 

oCの範囲で重合温度の低下に伴い重合速度は遅くなり、重合

温度40 oC では重合が完全に禁止されることを確認している

115)。次にここまでの検討結果を前提に、この重合の応用を視

野に入れて、重合溶媒および重合温度について異なる視点か

ら検討する。一例として、Table 4には空気雰囲気下における

70 oC（THF溶液重合のみ65 oC）での[edmim]C6H4CH3SO3を開始

剤とする MMAの溶液重合における重合溶媒であるベンゼン・

トルエン・CCl4・DMF・DMSO・THFの影響に関する重合率およ

び GPC測定結果（Mn及びMw/Mn）を示す。Table 4からすぐ

にわかるのは、バルク重合に加えてどの溶液重合も熱自己開

始自己加速重合は完全に禁止されることに加え、ここまでの

検討では最も高温である70 oCにおいても、THF溶液重合のみ

しか進行しないことである。換言するなら、この重合の著しい溶媒

依存性をここで改めて確認出来る。さらにこの65 oCにおける THF溶

液重合に着目すると、60 oC の溶液重合よりも重合反応は進行しや

すいことに加えて、生成ポリマー分子量が小さくなる傾向が観察さ

れる（Table 1の Entry 4と Table 4の Entry 7を比較参照）。特に

高温における生成ポリマー分子量減少傾向の原因については、先に

述べた空気中の酸素バイラジカルがラジカル連鎖移動剤として働
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き、このラジカル連鎖移動反応が低温で抑制されることが改めて強く示唆される。次に重合機構

を明らかにする一環として、ラジカル重合禁止剤である HQ および BHT、さらにはラジカル連鎖

移動剤としての1-DT の添加効果について検討する。一例として Table 5には、空気雰囲気下60 

oCでの[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMAの THF溶液重合におけるこれら添加剤の効果をまと

めて示す。Table 5から一目でわかるのは、HQ・BHT・1-DTの添加で重合が完全に禁止されるこ

とである。得られた結果は、この重合がラジカル機構で進行することを強く示唆する。一方、古

くから知られる典型的なラジカル重合開始剤であるアゾビスイソブチロニトリルや過酸化ベン

ゾイルを用いた通常のラジカル重合においては、空気中の酸素バイラジカルが重合禁止剤とし

て作用することから、空気雰囲気下での重合は不活性ガス雰囲気下の重合と比較して抑制され

る傾向がある。このような背景から、[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMAの重合おいても、重

合雰囲気の影響について興味が持たれる。そこで Figure 3には、[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とす

る60 oC における MMA の THF 溶液重合の空気雰囲気下および窒素雰囲気下における結果として、

それらの時間‐重合率曲線を併記して示す。Figure 3から読み取れる特徴的な重合挙動として、

重合初期には空気雰囲気下と窒素雰囲気下でのそれ

ぞれの重合はほとんど変わりなく進行することであ

る。さらに空気雰囲気下の重合と比較して窒素雰囲気

下の重合は、重合反応途中から重合速度を大幅に上げ

ることに関して、この場合は窒素雰囲気下において酸

素バイラジカルの影響がないことに由来する重合挙動である可能性

も考えられる。つまり、さらに重合時間を延長すれば、窒素雰囲気下

の重合の方が空気雰囲気下の重合と比較してさらに進行しやすくな

ることも予想される。その意味において、この重合も基本的なラジカ

ル重合挙動を示しているとも言える。一方、より詳しい検討をするた

めに、Table 6には Figure 3に対応する数値データとして、それぞれ

の重合率および生成ポリマーの GPC測定結果（Mn及びMw/Mn）を示

す。ここで最も注目すべきは、空気雰囲気下の重合とは対

照的に窒素雰囲気下の重合においては、熱自己開始自己加

速重合がある程度進行することである。つまり、この重合

挙動から空気雰囲気下の重合においては、酸素バイラジカ

ルが熱自己開始自己加速重合を禁止することが強く示唆

される。さらに別の視点からみると、ここでの窒素雰囲気
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下の重合は[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とした重合と熱自己開始自己加速重合が併発していると

も考えられる。また、生成ポリマーの GPC測定結果に着目すると、これまでの著者の経験から空

気雰囲気下の重合においては、酸素バイラジカルがラジカル連鎖移動剤として機能すると思わ

れる影響で、窒素雰囲気下で得られたポリマーと比較して生成ポリマー分子量が小さくなるこ

とを予想していたが、ここではそのような明確な傾向は認められない。ただ、窒素雰囲気下にお

ける熱自己開始自己加速重合（Table 6の Entry 13を参照）との比較においては、空気雰囲気下

における[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする重合で得られるポリマーの分子量が小さいことに関

しては、酸素バイラジカルがラジカル連鎖移動剤として機能しているとも考えられる。さて、重

合機構を解明するための有力な方法の一つとして動力学的な検討がある。ここではその一環と

して、Table 7に空気雰囲気下60 oCでの[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMAの THF溶液重合に

おける開始剤濃度の影響に関する重合率および生成ポリマーの GPC測定結果（MnおよびMw/Mn）

を示す。通常のラジカル重合においては、初期重合速度は開始剤濃度の1/2乗に比例することが

知られている。ところが、ここで得られた結果は重合速度と開始剤濃度に相関関係が認められな

いどころか、開始剤濃度が最も濃い場合に最も重合速度の遅い傾向が垣間見られる。ただ、開始

剤濃度0.024 mmolにおける重合（Table 6の Entry 1~ Entry 4を参照）と開始剤濃度0.047 mmol

における重合（Table 6の Entry 5~ Entry 8を参照）においては、重合速度の開始剤濃度依存性

が確認できる。加えて、開始剤濃度の濃い重合における生成ポリマー分子量が小さくなる傾向も

認められ、この開始剤濃度範囲では大雑把ではあるものの、通常のラジカル重合挙動を示してい

ると言える。開始剤濃度の影響に関するこれらの結果を総合的に考えると、[edmim]C6H4CH3SO3を

重合開始剤に用いた場合は、その濃度がある上限を超えた場合に重合を抑制する副反応が併発

することも推定されるが、今後詳しい検討を要する。こ

こまで、[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMAの THF溶液

重合について、多方面からの検討結果をまとめているが、

これらと比較検討する一環として、[edmim]C6H4CH3SO3を開

始剤とする60 oC における MMA のジオキサン溶液重合の

空気雰囲気下および窒素雰囲気下における重合につい

て、それぞれの時間-重合率の数値データおよび、そこで

得られるポリマーの GPC測定結果（Mn及びMw/Mn）を

Table 8にまとめて示す。ここで観察される重合挙動は、

全般的に重合率が低くなっているものの、先に示した同

一条件下の THF 溶液重合（Table 6を参照）と酷似して
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いる。ただ一つ注目すべきは、このジオキサン溶液重合は低い重合率にもかかわらず、先の THF

溶液重合との比較の観点から、空気雰囲気下における重合については確認済である（Table 1を

参照）が、窒素雰囲気下の重合においても生成ポリマー分子量が大きいことである（Table 6の

Entries 8・9および Table 8の Entries 8・9を比較参照）。つまり、ここで改めて重合溶媒の選

択により生成ポリマー分子量を制御出来ることが示されている。さらに、このことに関する検証

さらには応用の検討をするため、THFとジオキサンの混合溶液系の実験結果を次に示す。一例と

して、Table 9に空気雰囲気下60 oCでの[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMAの THFおよびジオ

キサン混合溶液重合における溶媒混合比の影響に関する重合率および生成ポリマーの GPC 測定

結果（Mn及びMw/Mn）を示す。Table 9から容易にわかるのは、ジオキサンに対する THFの混

合割合が増加すればするほど、生成ポリマー分子量が低下する明確な傾向である。一方、このよ

うな重合溶媒比の調整で重合速度の制御はできないこともわかる。ここで得られた混合溶液系

の重合が非常に興味深い結果であるため、他の混合溶液系の重合についてもさらなる検討の価

値が見いだせる。そこで、混合溶液系の重合に関する他の興味ある例として、Table 10に空気雰

囲気下60 oCにおける[edmim]C6H4CH3SO3を開始剤とする MMAの THFとトルエンの混合溶液重合に

おける、溶媒混合比の影響に関する重合率および生成ポリマーの数平均分子量（Mn）と分散（Mw

/Mn）のデータをまとめて示す。この混合溶液重合においては、二種類の重合溶媒の片方のトル

エンのみを重合溶媒に用いた溶液重合が、ここで与えられた重合条件下では完全に禁止される

点で、前述の THF／ジオキサン混合溶液重合と大きく異なる。この違いも一因と推定しているが、

先の THF／ジオキサン混合溶液重合と異なり、ここでの THF／トルエン混合溶液重合においては、

重合溶媒比の調整で生成ポリマー分子量のみならず重合速度の制御も可能であることが認めら

れる。具体的に Table 10から、THFに対するトルエンの混合割合が増加すればするほど、重合速

度は低下するとともに、生成ポリマー分子量が増加する傾向が明確に認められる。さらにまとめ

ると、先の THF／ジオキサン混合溶液重合との共通重合挙動として、一方の重合溶媒である THF

の混合割合をもう一方の重合溶媒よりも減ずることで、高分子量ポリマーを得ることのできる

ことが注目に値する。このような[edmim]C6H4CH3SO3を

開始剤とする MMA の混合溶液系の実験結果をまとめ

ると、重合速度や生成ポリマー分子量の制御の観点か

ら、重合溶媒の種類とそれらの混合比という単純な

重合条件の選択で大きな効果のあることがうかがえ

る。したがって、今後さらに多くの重合溶媒を使用し

た同様の重合を試みる予定である。 
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【実践報告】 

 

レレーーザザーー加加工工機機をを使使っったた教教育育・・研研究究環環境境改改善善ののたためめののデデザザイインン計計画画  

 

 

落 合 里 麻 * 

 

 

 

１１..  ははじじめめにに    

本研究は、令和 2 年度に美術学部に導入されたレーザー加工機と学内の既存の設備を活

用し、学内の教育・研究環境を改善するための「モノ」を学生がデザインし、制作、設置

まで行うプロジェクトの実践報告である。  

令和 2 年の時点で、東北生活文化大学には美術学部が存在しながらも、学内の教室、研

究室、事務室、廊下等の各所に「ひと手間かけたデザイン」が見られなかった。たとえば

富山大学芸術文化学部（旧 高岡短期大学）の校舎には、学生がデザインしたサインが設置

され、教室やトイレの場所が来校者にもわかりやすい。目的地を探す際の不安やストレス

が軽減され、デザインを目で楽しむこともできる。このような事例から着想を得て、本学

のキャンパスを「問題解決」の場として捉え、学生によるデザイン計画を実践した。 

本研究の目的は大きく 2 点ある。1 点目は技術習得である。レーザー加工機の魅力は短

時間で正確にカットや表面彫刻ができることだが、データ作成やパラメーター設定の技術

習得が必須である。また、造形演習工房では本格的なものづくりが可能だが、機械の操作

を含めた技術習得が必須である。2 点目の目的は、制作物（作品）を学生や教職員に使っ

てもらうことで、その成果を実感させることである。  

 

２２..  レレーーザザーー加加工工機機のの特特徴徴  

本学に導入されたレーザー加工機は、トロテック・レーザー・ジャパン株式会社製の

Speedy 100 である（図 1）。木材、紙、アクリル、皮革、布などの厚みが均一な材料に対

 
* おちあい りま   東北生活文化大学 美術学部 
キキーーワワーードド：デザイン／レーザー加工／木工／サイン  
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してカットと表面彫刻が可能だ（図 2）。Adobe Illustrator で作成したデータの線にカッ

トもしくは彫刻の指示を割り当てることで、データ通りに正確に加工される。材料の種類、

硬さ、厚みに合わせて「パワー」と「スピード」を適切に設定する必要があり、これを「パ

ラメーター設定」と呼ぶ。正確に同じものを短時間で複数制作できる点、手では難しい複

雑な加工が可能な点もこの機械の特徴である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３..  「「22002211 学学内内デデザザイインン計計画画」」～～学学生生ととのの実実践践～～  

プロジェクトを実践するにあたり、名称を「2021 学内

デザイン計画」とした。プロジェクトに参加する学生を募

集するためにポスターを制作し、学内に掲示した（図 3）。

ポスターでは、楽しさよりも、内容や条件を的確に伝える

ことを意識した。レーザー加工機の使用を希望する場合

は Illustrator の基本操作ができることを条件とした。

募集の結果、プロジェクトのメンバーは美術学部 3 年生 4

名、2 年生 7 名の合計 11 名に決定した。 

 

 

３３－－１１..  ププロロジジェェククトトのの進進めめ方方とと役役割割分分担担  

このプロジェクトでは、大きく 3 つの役割を設定した。デザイン担当、制作（レーザー

加工）担当、制作（木工）担当で、さらに材料・道具の調達、設置・取り付け等の仕事を

行う。担当に分かれて制作し、協力しながら作り上げるスタイルとし、企業におけるもの

づくりの流れを意識した。 

（図 1）Speedy 100 
左には専用の集塵機が設置される  

（図 2）発振機の先端から出るレーザーで合板を 
カットする 

 

（図 3）2021 学内デザイン計画 
参加者募集のポスター  
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３３－－２２..  学学内内リリササーーチチととアアイイデディィアア  

学内リサーチでは、問題のある箇所、さらに良く（快適に）できそうな箇所を探し、意

見交換を行った。自分たちの手で解決・改善できそうな箇所についてアイディア出しを行

い、スケッチを描いて意見交換を行った。制作物（作品）として決定したのは、2 号館案内

板、5・6 号館トイレサイン、図書館案内板、1・2・3 号館電気表示、6 号館パーティショ

ン、3 号館壁面作品撮影用背景の 6 種類である。デザインの採用の仕方、チームの決め方、

進め方については、慎重に検討する必要があった。教員が強制的に割り振ったり、コンペ

形式で一部の学生のデザインのみを採用したりすると、学生のモチベーションを低下させ

る可能性がある。モチベーションを最後まで保つことを優先し、デザインを可能な限り却

下せず、全員が同じ条件下で取り組めるよう配慮した。2 人のチームが主であったが、中

には 1 人でデザインから制作まで行う学生もいた。1 人で活動する場合も、常に他のチー

ムと情報共有し、協力して進めるよう指導した。 

 

３３－－３３..  レレククチチャャーーのの実実施施    ――  材材料料のの知知識識、、作作りり方方、、機機械械のの操操作作、、進進めめ方方ににつついいてて  ―― 

 デザインの展開と並行する形で、プロジェクトの進め方、材料の知識や加工技術に関す

るレクチャーを実施した。また、常々学生に伝えていたことがある。多くの人が行き交う

場に物を設置する場合、安全性についての責任がある。サインや案内板など壁面に設置す

るものは、震度６の地震が来ても落ちない構造、取り付け方法にすること。もし落下して

人が怪我をした場合、学生が作ったものだからという理由で許されることはない。このこ

とについては言葉だけでは実感を伴わないため、制作の過程で詳しく教授した。 

 

３３－－４４..  各各チチーームムのの制制作作物物（（作作品品））とと制制作作過過程程 

 以下に各チームの制作物（作品）と制作過程を挙げる。このプロジェクトでは、設置の

承認を得るためのデザイン資料作成から始め、材料の選定、注文、協力の依頼、設置作業

まで、可能な限り学生が行い、技術的に難しい部分については筆者が行った。 

【【  ２２号号館館  案案内内板板  】】 

 3 年生 2 名がデザイン、制作、設置を行った（図 4・5）。2 号館東側は頻繁に出入りする

場所にも関わらず、案内図がなく、教室や研究室の位置がわかりづらい状況であった。 

2 号館案内板のデザインは、ベースとなる透明アクリル板にカラーアクリル板を重ね合わ

せて背景の模様を作る。その上の層に各教室・研究室のプレートを取り付けた。教室や研
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究室の名称が変更になっても付け替えられるよう、細いローレットビスとナットを使用し

た。背景のアクリル板の固定には細いボルト・ナットを使用した（図 6）。この方法の利点

は、地震などで振動が与えられても簡単には外れないことである。接着剤は有効な方法と

思われがちだが、アクリル板が透明色の場合は接着部分が表に見えて見栄えが悪く、強度

も保証できない。プレートの文字は濃い色でデザインした。学生のアイディアで、白色の

プレートと同じデータを使ってセピア色のアクリル板から文字を切り抜き、一つずつ嵌め

て接着する方法を採用した。設置場所の 2 号館 1 階の扉は防火扉の可能性があるため、穴

をあけることが許可されず、マグネットを使用することになった。木の板を用意し、裏面

に強力なマグネットを仕込み、板ごと扉に取り付ける方法を採用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【  ５５号号館館１１・・２２階階、、６６号号館館１１・・２２・・３３階階  トトイイレレササイインン  】】 

 2 年生 2 名がデザイン、制作、合計 10 箇所に設置した（図 7～11）。木とアクリルの異素

材の組み合わせたデザインである。各トイレの入口には男女区別の表示があるが、平面状

のものが壁に貼られ、遠くからは視認できない。今回設置したトイレサインは壁から廊下

側に向けて直角に出るようにデザインすることで、遠くからでもトイレの場所を確認でき

るようになった。設置後は訪問者を案内する際に役立っている。 

（図 4）完成した 2 号館案内板 

（図 5）承認を得るために学生が作成した  
デザイン資料 

（図 6）表から見えない位置に穴をあけ、  
一枚ずつ固定する 
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【【  図図書書館館  案案内内板板  】】 

 2 年生 2 名がデザイン、制作、設置を行った（図 12～15）。図書館 1 階のグレーの壁は表

面塗装が独特で色合わせが難しく、図書館からの様々な要望に応えることにも苦労してい

る様子だったが、納得できるデザインに至ったのではないか。大きさは縦 724mm としたが、

本学のレーザー加工機に入る幅は最大 600mm である。この問題を解決するため、カインズ

仙台富谷店に設置された上位機種の利用を決めた。制作担当の学生にはパラメーター設定

やトラブルの対処方法を指導し、現地に材料を持ち込んでカットと彫刻を行った。図書の

種類を示すプレートはローレットビスとナットを使って左右 2 箇所で留める設計とし、図

書の種類や場所が変更になっても付け替えられる仕様にした。壁面への取り付け方法には

ドッコ式を採用した。断面を台形に加工した木材を予め壁に取り付け、そこに本体を載せ

る。この方法の利点は、地震が来ても簡単には落ちないこと、青いベースの板ごと取り外

してプレートの付け替えができることである。この案内板を設置したことで、目的の図書

が 1 階・2 階のどちらにあるのか、一目でわかるようになった。 

（図 7）完成したトイレサイン （図 8）承認を得るために 
学生が作成したデザイン資料 

（図 9）木材を糸鋸盤で切り
抜く。レーザー加工では焦

げるため、手で仕上げる。 

（図 11）文字のレーザー彫刻。木材は表面を 
焦がすことで濃い色の表現ができる。  

（図 10）地震でも落ちないよう、4 点留めの 
ピンを使用して壁に強固に取り付ける。 
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【【  １１号号館館３３階階、、２２号号館館１１・・２２・・３３階階、、３３号号館館１１・・２２・・３３階階    電電気気表表示示  】】 

2 年生 1 名が電気表示のデザイン、制作、設置を行った（図 15～18）。1 号館、2 号館、

3 号館の建物は古いこともあり、電気のスイッチがわかりづらい。特に 2 号館 3 階のアト

リエのように 1 つの教室に 4 個のスイッチがある場所で片側の電気を点ける時は、点けて

は消しを繰り返す。学生・教員共に日頃から感じているこの問題を解決するために、既存

のスイッチを残し、外側に取り付けるプレートを制作した（図

16）。厚さ 2mm の板を 2 本のネジで壁に取り付けるというシンプ

ルな方法だが、この表示によって日常の小さなストレスが軽減さ

れ、教室や廊下の印象も明るくなったように感じる。 

 

 

 

 

 

 

（図 12）完成した図書館案内板 
（図 14）レーザー加工機で図書の項目の  
プレートを加工する。 

（図 13）承認を得るために学生が 
作成したデザイン資料  

（図 15）完成した電気表示  

（図 16）完成した電気  
表示（1 号館アトリエ） 
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【【  ６６号号館館１１階階食食堂堂・・２２階階共共有有ススペペーースス  パパーーテティィシショョンン  】】 

 3 年生 1 名が 6 号館の既存のテーブルに合わせてパーティションのデザイン、制作、設

置を行った（図 19～22）。レーザー加工機を駆使し、組み立て用の切り欠きや接合部の穴

位置などを正確に設計して作り上げた。対面で使用するパーティションでは、ノートの受

け渡しを正面下からスムーズにできるよう開口を設けたり、オリジナルデザインのステッ

カーを貼ったりすることで、学生が使いやすく、話題性のあるパーティションに仕上げた。

新型コロナウイルスの感染防止の役割を果たすことができたのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図 17）承認を得るために学生が作成 
したデザイン資料  

（図 18）電気表示の取り付け 

（図 19）完成した 
カウンターのパー  
ティション 
（6 号館 1 階食堂） 

（図 21）完成した 
2 人机用のパー 
ティション 
（6 号館 2 階） 

（図 20） 
承認を得る 
ために学生 
が作成した 
デザイン資料 

（図 22） 
承認を得る 
ために学生 
が作成した 
デザイン資料 
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【【  ３３号号館館３３階階デデザザイインン室室ＢＢ    壁壁面面作作品品撮撮影影用用背背景景  】】 

 3 年生 1 名が作品を撮影するための背景を考え、制作した。壁面に取り付ける形の立体

作品を撮影したい場合、汚れていない美しい壁が必要だが、本学にはそのような条件を満

たす壁が無い。また、材質がコンクリートでは作品を取り付けることができない。このこ

とに困っている学生が少なくないと判断し、美しく写真を撮れる場所を作りたいとの思い

で企画・制作した。縦 2,200mm、横 1,200mm の真っ白な美しい板である。穴をあけた場合

の原状復帰方法など、学生が取扱い説明書を作成し、背景の近くに設置した。完成後は、

学生が作品の撮影に活用している。 

 

４４..  ままととめめとと今今後後のの課課題題  

 本プロジェクトにおける筆者の目標は、制作物を学生が作ったとは思えないクオリティ

ーに仕上げることであった。結果的に満足できる仕上がりとなった。設置後は、微力では

あるが、学内の問題の解決や改善に繋がり、快適さも増したのではないか。制作過程にお

いては常に学生の動きを確認し、時にはストップをかけ、失敗しないように先回りするこ

ともあった。少し面倒を見すぎかとも思うが、この行動によって、経験が浅くても比較的

高いレベルのものづくりに繋げることができたことは確かである。 

このプロジェクトを実践した時は新型コロナウイルスの感染状況が悪化し、学外や地域

における活動は自粛が求められていた。それを逆手に取ったところもあり、外に出られな

いのであれば、学内で感染対策を講じ、集中して制作すればよいと考えた。制作期間中に

中断させられるような出来事もなく、無事完成に至ったことは幸運であった。プロジェク

トを通して、学生は本格的なものづくりの世界の一端を覗くことができたのではないか。

学生時代に頑張ったこととして、自信を持って人に伝えてほしく、ポートフォリオにも入

れてほしいと思う。筆者としては今回の制作物（作品）が今後も長く使ってもらえること

を望み、それを見た学生のモチベーションとなれば幸いである。 

 

謝謝辞辞  

このプロジェクトは、令和 3 年度 東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部 教

育改革推進研究奨励賞の奨励金を活用しました。関係する教員、職員の方々には大変お世

話になり、心より感謝の意を表します。特に施設管財課の佐藤悟氏は学生と一緒に設置作

業を行ってくださり、大変心強い存在でありました。感謝の意を表します。 
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【実践報告】 

 

被被服服整整理理にに関関すするる教教材材研研究究  

――災災害害へへのの備備ええととししててのの洗洗濯濯実実験験をを通通ししてて―― 

 

 

井上 美紀 * 

 

 

 

ははじじめめにに    

 新学習指導要領への改訂を経て，家庭科は「生活デザイン」が除外されて 2科目編成と

なったが，「家庭基礎」と「家庭総合」の標準単位数は従来と同様に設定され，高等学校で

は 2022 年から実施されている。家庭基礎では自立した生活者として必要な生活における

実践力の定着，家庭総合では健康や安全等を考慮し豊かな生活を想像するための実践力を

身につけること等が目標に掲げられている※１）。また，これらを主体的・対話的で深い学

びの実現に向けた授業として展開する学習の充実が求められている※１）。特に，本研究で

取り上げる被服整理（家庭科では管理）分野では，整理の科学的な事象についての理解を

深め，さらに必要な技能を身に付けるため，実践的・体験的な活動を取り入れながら，衣

生活での適切な管理（洗濯）の実践につなげることが重要となる。 

2011 年の東日本大震災をはじめ，近年も地震や豪雨災害等が頻発している。生活に関す

る重要課題として災害を位置づけ，生活における備えを学ぶことが求められる。本研究で

は被服整理の教材研究を目的とし，特に災害への備えとしての洗濯実験内容を検討する。

学習指導要領の中では，生活事象を協力・快適・安全，持続可能な社会の構築等の視点で

捉え，よりよい生活を営むために工夫する見方・考え方を掲げている※1）。筆者はこれまで、

本学の授業の中で災害を想定したチャック付き袋での手洗い洗濯を体験する機会を設定し

ているが、体験を通した災害への備えの学習に加え，様々な見方につなげる発展的な内容

とするための実験を行った。 
 

* いのうえ みき  東北生活文化大学非常勤 
キキーーワワーードド：被服整理／教材研究／洗濯  
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実実験験方方法法  

 実験試料として，洗剤は表 1 に示す 3 種（a は水のみ），実験用の衣服には肌着（ポリ

エステル 100％），汚染布には表 2 に示す湿式人工汚染布を用い，肌着の左胸部に写真 1

のように縫い付けて使用した。また糸を異なる繊維の被洗物として試料とした。単一繊維

の生地の入手は難しい場合もあり，スーパーや均一価格の店舗等で安価に入手しやすいも

の（A 綿手縫い糸♯30，B ポリエステルミシン糸♯60）を特に選択した。比較試料に 2 種（C

綿ミシン糸 60、D ポリエステル手縫い糸）、生地 2 種（綿またはポリエステル 100％、平

織）を用いた。実験器具には，チャック付き袋（L サイズ，ポリエチレン製，273mm ×

268mm），スプーン，計量容器等を用いた。 

 

表 1．洗剤緒元 

 
 

表 2．湿式人工汚染布緒元          写真 1．湿式人工汚染布の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手洗い洗濯では、チャック付き袋に水を 1L，標準使用濃度で洗剤を添加し，被洗物は

100g となるようにタオルとハンカチで浴比調整をした。条件は，洗い方をもみ洗い，ふり

配合量（％）

オレイン酸 28.3

トリオレイン 15.6

コレステロールオレート 12.2

流動パラフィン 2.5

スクアレン 2.5

コレステロール 1.6

タンパク質 ゼラチン 7.0

赤黄色土 29.8

カーボンブラック 0.5

有機質成分
油性成分

無機質成分

汚垢成分
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洗いの 2 種類とし，5分間とした。すすぎは洗濯時と同様の水量と洗い方で 3分間、b は 2

回、すすぎ対応洗剤の c と d は 1 回とした。湿式人工汚染布は洗濯前後の表面反射率をホ

トボルト光電光度計（TC-6D，東京電色製）で測定し，次式の Kubelka-Munk 式より K/S

値を求めた。さらに洗浄前後の K/S 値から洗浄効率（％）を算出した。  

K/S＝{（1-R/100）2} /（2R/100） 

ただし，R：布の表面反射率，K：吸光度係数，S：散乱係数 

 洗浄効率（％）＝{（汚染布 K/S）-（洗浄布 K/S）}/{（汚染布 K/S）-（原布 K/S）}×100 

なお，湿式人工汚染布を洗濯機（NA-FR056，8 ㎏容量）の標準コースで洗濯し洗浄効率

を求めた。さらに糸は，350 ㎜の長さに裁断して 250 ㎜区間の両端に印をつけ，軽く束ね

て一緒に入れもみ洗いを行った。すすぎ後にろ紙で吸水して乾燥後の寸法を測定した。ま

た、生地は JISL 1096 織物及び編物の生地試験方法を参考に、洗剤 b での浸漬法による

寸法変化率試験を行った。 

 

実実験験結結果果とと考考察察  

 グラフ 1に洗浄効率の測定結果を示す。手洗いでの洗い方では、いずれももみ洗いがふ

り洗いより高い値を示した。また b 洗剤が c または d 洗剤よりも高い値を示し、洗濯機洗

いと同様の傾向が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ 1．洗剤種別，洗い方別による洗浄効率測定結果 

 

 

 

 

写真 2．洗濯後の湿式人工汚染布 
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グラフ 2．洗濯後の糸の寸法変化（もみ洗い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフ 3．洗濯後の生地の寸法変化率（洗濯機洗い） 

 

写真 2 に洗濯後の湿式人工汚染布を示す。もみ洗いした汚染布はふり洗いした汚染布より

も色が薄くなり，汚れがより落ちていることが確認できた。水と洗剤での汚染布の濃淡も

見て取れ、グラフ 1 の洗浄結果について、洗い方の違いや洗剤の使用有無での汚れ落ちを

目視である程度比較できた。ただし洗剤 3 種での比較はやや難しい結果となった。 

 続いて洗浄力が高いもみ洗い後の糸の寸法測定結果をグラフ 2に、洗濯機洗い後の生地

の寸法変化率をグラフ 3 に示す。グラフ 2 より、寸法はいずれもマイナスの値で，特に入

手しやすい糸の Aと Bでは Aの綿が影響を受けやすく、特に洗剤 b で変化が大きかった。

グラフ 3 でも同様に綿がポリエステル生地よりも収縮し、このことから、糸を用いた手洗

い洗濯で一定程度影響を確認できた。なお、糸の実験でも寸法変化率を算出したが、限ら

れた時間での展開を考え寸法差の測定とした。実験結果から、繊維が影響を受ける原理の
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理解は難しいが、洗剤と被服材料の組み合わせで影響を受けるケースがあり、取り扱い表

示に従った適切な洗濯の理解につながるのではないかと思われる。 

 以上の結果を踏まえ、災害への備えとした手洗い実験を容易に実践でき、また家庭科で

の展開も考慮すると方法を簡便にする必要がある。水量は袋の 3 分の 1程度まで入れると

約１L，洗剤は一般繊維用途の中性液体洗剤で小さじ半分程度が目安となる。災害対応で

の備蓄衣類は，速乾性や取り扱い性を考慮するとポリエステルまたは綿とその混紡品が中

心になると考えられる。このため，1 種の洗剤で実践するには一般繊維用途の液体洗剤，

溶解性や節水を考慮したすすぎ対応型が取り入れやすいと思われる。また洗浄力の比較で

は、写真 2 で示したように，洗い方や洗剤有無での汚れ落ちは外観比較出来るので，家庭

科での判定は順位判定で十分であると思われる。ただし，日常生活の被服材料に応じた最

適な洗濯を考慮すると，洗剤種別で容易に目視判定ができる工夫が必要となる。また，今

回は入手性を考慮して糸を用いて検討し繊維で比較できたが、A の綿糸はシルケット加工

が付与されているものもある。また、同様に入手性として汚染布の代替試料も今後の課題

となる。 

 

おおわわりりにに  

本研究では被服整理の教材研究を目的とし，特に災害への備えとしての洗濯実験の内容

を検討した。災害への備えとしての学習に加え、環境や被服材料に応じた最適な洗濯の学

習につなげることを念頭に検討した結果、チャック付き袋を用いた手洗い洗濯実験の実践

で、実践の目安、洗い方や洗剤有無での目視での汚れ落ちの比較、洗剤種別により被服材

料が影響等を確認することができた。今後は課題を踏まえながら授業での展開案を検討す

ることが必要である。 

 

参参考考文文献献  

1）文部科学省：高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説【家庭編】 （2018）  

2）一般社団法人日本家政学会 広報・企画委員会企画，大竹ら編集： 家政学からの提言

震災に備えて，日本家政学会（2014） 

3）尾畑納子： 避難所における衣服管理の検討， 富山国際大学現代社会学部紀要 11 巻，

2号（2019） 
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【論文】 

 

我我がが国国ににおおけけるる幼幼稚稚園園のの発発展展状状況況とと今今後後のの展展望望ににつついいててのの一一考考察察  

――  社社会会やや保保育育にに関関すするる時時代代のの節節目目及及びび年年次次統統計計をを参参考考ににししてて  ―― 

 

 

岡 崎 善 治 * 

 

 

 

１１..  ははじじめめにに  

 

現在、我が国における制度上の保育施設といえば、文部科学省が管轄する幼稚園、厚生

労働省が管轄する保育所、内閣府が管轄する認定こども園である。それぞれの管轄の違い

により、法令や目的、対象年齢等が異なる。また、これらの保育施設の誕生に至っても、

その時代の要請において、創設の趣旨や目的、経緯など異なっている。  

その中で幼稚園は 1876（明治 9）年、我が国で最初に誕生して以来約 150 年にわたり、

幼児教育を中心的に担ってきた歴史がある。しかし、1985（昭和 60）年をピークに減少

の一途をたどり始め、2015（平成 27）年 4 月から施行した子ども・子育て支援新制度に

より、幼稚園と保育所、両方の良さを合わせ持つ認定こども園が、地域の実情に応じて普

及し始めると、その数はますます数を減らしていく状態である。  

保育所と認定こども園は増加しているのに対し、幼稚園は減少し続けている現状を受け、

我が国の保育施設の形を大きく変えていくことにもつながりかねないこの時期に、幼稚園

の今後について一筆記しておきたい。  

 

２２．．先先行行研研究究ののレレビビュューー  

 

この類の先行研究として、論文では筆者岡崎（2012）1)の他にも全国各地の自治体を対

 
* おかざき よしはる   東北生活文化大学短期大学部  
キキーーワワーードド：幼稚園／保育所／認定こども園／教育・保育制度  
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象とした研究がなれている。広島では柿岡（2000）2)、愛媛では児嶋ら（2002）3)、福岡

では平田（1992）4)、山口では三吉（2019）5)、三重では萩吉（1988）6)、山形では田中，

松田，小林（2015）7)、沖縄では宜保（1985）8)、北海道では、山内太郎，野崎剛毅（2023）

9)、全国では岡田（2009）10)など、これらの研究により、明治期を中心とした幼稚園草創

期の設立状況に関する史的変遷や成立過程、歴史的経過、幼児保育推進の動きなどが明ら

かにされている。 

 著書では、湯川（2001）11)、国吉（2005）12)、上笙，山崎（1994）13)、日本保育学会

（1968）14)・15)、同学会（1969）16)、同学会（1971）17)、同学会（1974）18)、同学会（1975）

19)など、幼稚園成立過程に関しての幼稚園創設の経緯や状況、幼稚園認識のありようなど

が明らかにされ、その他にも各都道府県や各自治体が発行する都道府県史や市町村史、各

幼稚園が発行する記念誌などにより、各地域で存在した幼稚園の通史が示されている。  

 これらの文献や研究により、わが国における幼稚園史や各地域、各園の歴史等について

は明らかにされているが、明治、大正、昭和、平成、令和へと、それぞれの時代が流れて

いく中で、幼稚園の減少期（1985 年（昭和 60）年）以降についての研究、とりわけ幼稚

園の展望を示す研究はなされていないのが現状である。筆者岡崎（2017）20)により、明治

期の広島県において設立され、現在も存続している幼稚園を対象とした、存続し続けるた

めの理由を検証した研究はあるが、全国でみてもそうした研究は見当たらない。  

そこで本論にて、幼稚園の誕生から発展し続けるまでの 1960年代までの状況を概観し、

その後の幼稚園減少時代から認定こども園制度の確立、現在の状況及び今後の展望につい

て、論題の副題を踏まえ考察していくこととする。  

 

３３．．我我がが国国のの幼幼稚稚園園誕誕生生とと発発展展状状況況のの概概観観  

 

1840年にフレーベル（Friedrich Wilhelm August Fröbel,）が、ドイツのバード・ブラ

ンケンブルクにおいて「子どもの庭」という意味のキンダーガルテン（Kindergarten）と

名づけた幼稚園が創設されたことで、我が国最初の幼稚園誕生への機運が高まり、創設へ

の道筋が創られていく。  

実際に我が国で幼稚園が創設されたのは、フレーベルが世界で最初に幼稚園を創設して

から約 130年以上経った 1976（明治 9）年のことである。それは東京女子師範学校に附設

する形で幼稚園が誕生した。それが東京女子師範学校附属幼稚園（お茶の水女子大学附属
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幼稚園の前身）、我が国最初の幼稚園ということになる。我が国における近代教育制度（「学

制」頒布）が 1972（明治 5）年に樹立して 

間もない頃のことである。  

同園が創設されてからは、各地方にも次 

第に幼稚園が創設されていく。まず 1879 

（明治 12）年には鹿児島、大阪、宮城それ  

ぞれの県に鹿児島女子師範学校附属幼稚園、  

大阪府立模範幼稚園、仙台幼穉園が創設さ 

れた。翌 1880（明治 13）年には、東京に 

私立で最初の幼稚園である桜井女学校附属  

幼稚園（キリスト教主義による最初の幼稚  

園）が、大阪では 2番目の愛珠幼稚園が創 

設された。1881（明治 14）年には、江東 

小学校（墨田区立両国小学校の前身）附属  

幼稚園が、1883（明治 16）年には東京で 

3園（共立幼稚園、共立幼稚園第一分園、 

共立幼稚園第二分園）、大阪で 1 園（幼穉 

園）が創設され、1884（明治 17）年には 

全国で 17の幼稚園（内 1園は廃園）が創設 

された。 

明治 18 年以降になると、表１「明治期、 

大正期の幼稚園数年次統計」からもわかる 

通り、公立幼稚園（以後、「公立園」とす  

る）、私立幼稚園（以後、「私立園」とする）  

ともに急速に増加する。しかし、明治 30 

年代終わり頃には公立園の発達は遅々とし  

た状態となった。一方で私立園の発達は著 

しく、1909（明治 42）年には、私立園数  

が 234園となり、公立園数の 208 園を越え 

るに至った。この背景には 1907（明治 40） 
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年 3 月に「小学校令中改正（明治 40 年 3 月 21 日勅令第 52 号）第 19 条により、尋常小

学校の修業年限が 6年となったため、この方面への市町村費の支出が増え、公立園の設置

が財政上困難となったためであるとされる。 

国立幼稚園（以後、「国立園」とする）については、1912（明治 45）年に一園増えるが、

これは奈良女子高等師範学校附属幼稚園（現在の奈良女子大学附属幼稚園）である。東京

女子師範学校附属幼稚園が創設されてから 36 年後の創設となっており、国立園の発展が

一歩踏み出された形になっている。1909（明治 42）年に私立園が公立園の数を上回りは

したが、実際はその多くの年を公立園が中心となって増加、普及していったことから、明

治期は公立園が中心となって発展していった時期にあたるといえる。  

大正期になると、大正デモクラシーの風潮や明治後期から移入されてきたデューイやモ

ンテッソーリの教育思想が、幼児教育にも導入され、明治期におけるフレーベルの恩物中

心主義から比較的自由な教育が行われるようになってきた。  

こうした中、1914（大正 3）年から 1918（大正 7）年にかけての第一次世界大戦時にお

いては、公立私立園とも着実に発展するものの大戦終戦時の 1918（大正 7）年には、私立

園は、その影響を受け減少する。しかし、その後は公私立園ともに着実に発展を遂げてい

くことになる。 

1909（明治 42）年には、私立園が公立園数を逆転した。それ以降 1926（大正 15）年に

公布された幼稚園初の単独の法令である幼  

稚園令（大正 15年 4 月 22日勅令第 74号） 

が公布される頃までの園数の推移をみると、  

私立園が目覚しく発展している状況が見て  

とれる。明治期は公立園が中心となって発  

展・普及していったが、大正期になると私 

立園が中心となって発展・普及していく様  

子が見てとれるのである。  

昭和期になると、園数では第二次世界大  

戦中の 1942（昭和 17）年を境に、戦争の  

影響を受け減少していくこととなる。表２  

「昭和期（昭和前期）の幼稚園数年次統計」  

からもわかる通り、特に私立園が大戦によ  
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る影響を直に受ける状況が見てとれる。開戦年の 1939（昭和 14）年から 1946（昭和 21）

年までの 7年間は減少傾向をたどっており、公立園と国立園は開戦中の影響による急激な

減少とはならず、国立園に至っては大正期と変わらず、東京女子師範学校附属幼稚園と奈

良女子高等師範学校附属幼稚園が開設して以来、2 園のまま現状を維持した状況である。

昭和期については、戦前戦後に分けて考え、戦前を昭和前期、戦後を昭和後期とする。  

昭和前期は、1931（昭和 6）年 9 月 18 日からの満州事変を皮切りに、1937（昭和 12）

年 7 月 7 日からの日中戦争（支那事変）、1941（昭和 16）年 12 月 8 日からの太平洋戦争

（大東亜戦争）へと続く 15年戦争の中で、戦争遂行のための言論統制の強化や国民思想・

信条及び私生活への統制を強め、1938 年（昭和 13）年には第一次近衛内閣によって制定

された「国家総動員法」により、戦争目的遂行に必要なすべての物的人的資源を強制的に

統制できる体制が整備された。こうした国家総動員体制の下、この間、軍需産業に一般家

庭の婦人（女子）が駆り出されることとなり、託児所（現在の保育所にあたる）が緊急に

増設されることとなった。  

一方で幼稚園には、1937（昭和 12）年に教育の戦時体制化が図られ、これに伴い毎朝

の宮城遥拝や国旗掲揚、戦地へ贈る慰問袋の制作、傷病兵の慰問などが行われたり、「兵隊

さんよありがとう」や「愛国行進曲」などの戦争の歌もよく歌われたりした。また、空襲

に対する防空訓練や避難訓練が行われたり、園外保育の減少により室内での保育が多くな

ったりするなど、国家主義的な保育のもとで、一斉保育や集団訓練など、幼児の自主性や

自発性を完全に無視した内容の保育、つまり、幼児の自発性よりも保母中心の保育が、盛

んに行われるようになったのである。  

こうした中、1941（昭和 16）年 10 月には、文部省が学校防空緊急対策に関する通牒と

して次のように発している。「幼稚園については空襲の危険の切迫とともに一定期間授業を

中止することあるべきこと。」 と、これにより幼稚園は、一定期間保育を中止することが

望まれたのである。1942（昭和 17）年になると本土空襲が始まり、東京都では翌 18 年 2

月、65 万円をもって都内 100か所に戦時託児所を設け、福岡県でも同年 1月、「生産増強

対策ノ一途トシテ幼椎園ノ施設ヲ保育所ニ転用スルノ件」の通牒を出し、3 万円近い経費

をもって幼稚園を保育所に転用している。   

こうした戦時体制下にあって、東京都は 1944（昭和 19）年 4 月に幼稚園閉鎖令を出し、

東京以外のその他の市でも、同年幼稚園は戦時託児所に転換し、1945（昭和 20）年 5 月

には戦時教育令が公布されることになる。戦局が重大化してくると、埼玉や群馬、長野の
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農村等に幼児を疎開させ、そこで疎開した幼児のための疎開保育を行うこととなるが、空

襲を受けた地域では、幼稚園や戦時託児所（戦時保育所）の多くが自然閉鎖の形をとらざ

るを得なかった。そして、1944（昭和 19）年には 217 園が廃止、翌 20 年には 486 園が廃

止されることになったのである。  

終戦後（昭和後期）の園数は、表３「昭和期（昭和後期）の幼稚園数年次統計」の通り、

すぐに増加し始める。その背景には、1946 

（昭和 21）年 11月 3 日に公布、翌 22 年 

5月 3日に施行された新憲法（日本国憲法）、  

1947（昭和 22）年 3 月発布の教育基本法  

（昭和 22 年 3月 31日法律第 25 号）と、 

学校教育法（昭和 22年 3月 31日法律第 

26号）の制定により、新たな教育制度が確  

立されたことで、教育における戦後復興の  

契機となったからである。このように戦後の  

幼稚園は、国の復興とともに再興していく  

ことになる。 

1947（昭和 22）年以降の数は、戦後の  

復興を遂げる形で徐々に増加し、終戦後 10 

年経過した 1955（昭和 30）年では、国立園 

公立園合わせて 1925 園、私立園が 3501 園 

となり、この 10年間で国公立園は 2.84 倍、 

私立園は 5.17 倍になっている。急激な発展  

を遂げていることが見てとれる。  

また、この時期の特徴の一つでもあるが、  

1947（昭和 22）年には国立園が 33 園に 

なっており、前年までは東京女子師範学校  

附属幼稚園と、奈良女子高等師範学校附属  

幼稚園の 2園のみであったが、新教育制度  

の確立により、国立園が急速に発展してい  

くことになる。 
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このように戦後の幼稚園は更なる発展を遂げていくことになるが、敗戦後の社会情勢は

混乱しており、家や家族を失い日々の食料にもこと欠くほど劣悪な状況の中、国民の生活

は悲惨であった。幼稚園に至っても園舎が焼失したり、幼稚園関係者やその家族が死亡し

たりと、戦争による厳しい現実を目の当たりにする状況であった。国民は、日々の暮らし

を立て直そうと必死で喘いでいたのである。  

しかし、戦後の日本における国民生活や幼稚園の再興など、国民一人一人の絶え間ない

努力により、国の復興を遂げていくことになるのであるが、その間、国における様々な施

策、取り分け保育政策には、その後の幼稚園や保育所などの保育施設の発展に大いに影響

を与えることになる。例えば、日本国憲法の第 25 条、第 26 条。教育基本法の第 1 条、第

2条、第 3 条。さらには児童福祉法の第 1 条、第 2 条、第 3 条に示されている。  

これらの法律の制定により、すべての子どもに等しくその生活と教育の権利を保障し、

義務や責任といったそれに必要な条件の整備を国や地方自治体に課したことになる。この

ことでこれまでのような、どちらかといえばはっきりしなかった子どもへの教育や権利、

責任といった認識が、様々な法律において制度化されることとなったのである。 

これは、戦後の保育における施策としては画期的なことであった。これにより昭和戦後

期 40 年間における幼稚園のさらなる発展へとつながるとともに、幼稚園の歴史の新たな

第一歩を踏み出したことになるのである。  

1960年代高度経済成長期における幼稚園の創立と普及状況は、1953（昭和 31）年の国

公立幼数が 2145 園、私立園は 3996 園あり、私立園数が国公立園数のおよそ 1.86 倍（1851  

園）多くなっている。私立園が多く、ここに戦後復興における私立園の再興が見てとれ

る。こうした園数の増加は、1955（昭和 30）年から 1973（昭和 48）年の 18 年間におけ

る高度経済成長にあり、それの流れを受けるように、幼稚園も次々と創設されていったの

である。そして、高度経済成長が終わる 1973（昭和 48）年には、国公立園数は 4812 園、

私立園は 7374 園となり、1953（昭和 31）年頃と比べても、国公立園は 2.24 倍の増加、

私立園は 1.84 倍の増加となっている。この時期は、園数の増加が著しく、これにより学級

数の増加など、個々の幼稚園における規模の拡大が見てとれる。高度経済成長期における

国公立園、私立園数は、一度も減少することなく、右肩上がりに増加し続けるのである。  

 

４４．．昭昭和和6600年年以以降降のの幼幼稚稚園園  
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1973（昭和 48）年以降の幼稚園は、国  

立園が 1974（昭和 49）年に 47 園、1980 

（昭和 55）年には 48 園になって以来、現 

状維持が続く。しかし、公立園と私立園に  

至っては、高度経済成長期のような右肩上  

がりの増加から一転、その発展にも陰りが  

見え始めた。公立園では 1985（昭和 60） 

年を境に、私立園では 1984（昭和 59）年 

を境に減少の一途を辿り始めることになる。  

1955（昭和 30）年から 1973（昭和 48） 

年の 18 年間における日本の高度経済成長  

を遂げた日本において、1973（昭和 48） 

年と 1988（昭和 63）年の園数を比べてみる  

と、公立園が 4766 園から 6251 園になり、 

1.31 倍（1485 園）の増加、私立園では  

7374園から 8816 園になり、1.19 倍 

（1442園）に増加している。  

幼稚園数が増加しているのは、戦災で多  

くの住宅や幼稚園を含む多くの施設が被害  

を受け、それによる復興により大量の建設  

が必要となったこと、それに加え 1947 

（昭和 22）年から 1949（昭和 24）年の第１次ベビーブームの大派が、一つの日本におけ

る社会現象として、幼稚園をはじめ多くの教育機関の増設を行う必要があったこと、さら

には終戦後から 1978（昭和 53）年までは、園児数が年々増加し続けているため、これに

よる受け入れ施設が必要となったためである。園児数の増加に伴い、その地域における幼

稚園への需要が高まり、一つの地域（生活圏域）に密接な関係をもとにした、社会のイン

フラとしての基本的な役割もあったとされるのである。しかし、幼稚園数が減少するとい

うことは、園児数の減少以外の要因も考えらえている。社会の要請に応じる施設として保

育所の存在意義が高まっていくのである。加えて、後述する幼稚園と保育所の機能を有し

た新しい保育施設（認定こども園）が誕生していくことにつながるのである。  
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いずれにせよ、幼稚園は社会の要請に応えることが難しくなりつつある昭和 60 年以降

からは、経営的には小規模化し、特色ある教育の推進等、存続し続けるための対応を余儀

なくされていくのである。  

平成及び令和においては、表４「平成期・令和期の幼稚園数年次統計」の通り、公立私

立園ともに減少している。とりわけ目に付くのは、公立園の急激な減少である。1989（令

和元年）が 6,239 園であったのに対し、2023（令和 5）年は 2,744 園と、減少率は約 55.0％

である。私立園が 31.1％（平成元年：8,793 園、令和 5 年：6,044 園）であるのと比べる

と、その減少率の差は非常に大きいことがうかがえる。この大きな要因として考えられる

のは、「平成の大合併」による学校の統廃合である。  

平成の大合併は、1999（平成 11）年から政府主導で行われた市町村合併のことで、人

口減少や少子高齢化等の社会経済情勢の変化や地方分権の担い手となる基礎自治体にふさ

わしい行財政基盤の確立を目的とする。2005（平成 17）年前後に最も多く合併が行われ、

市町村合併特例新法が期限切れとなる 2010（平成 22）年 3 月末に終了した。 

1992（令和 4）年には国立園が 1 園増加しているが、これは上越教育大学学校教育学部

附属幼稚園の創設である。  

 

５５．．認認定定ここどどもも園園のの誕誕生生   

 

2006（平成 18）年 10 月から認定こども園制度がスタートしたが、これは、同年 3 月 7

日に提出された「就学前の子どもに関する教育・保育等の総合的な提供の推進に関する法

律」が第 164 回国会において審議、成立したものである。これにより同年 10 月から法律

が施行され、翌年から表５「認定こども園の年次統計」の通り、公立私立園ともに次々と

創設していった。 

 認定こども園（以降「こども園」とする）は、幼稚園と保育所の両方の良さを併せ持ち、

教育・保育を一体的に行う施設のことであるが、これは地域の実情や保護者のニーズに応

じて選択できるようにと、四つの類型がある。それぞれの創設の状況は表５の通りである。

平成 19 年から令和 4 年までの 16年間で、急速に創設されていったことが見てとれる。  
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６６．．今今後後のの保保育育施施設設のの動動向向とと幼幼稚稚園園のの展展望望  

 

 このように、我が国の幼稚園は 150 年の歴史を経て現在に至っているものの、保育所や

こども園といった他の保育施設の存在等により、幼稚園の発展存続を揺るがす事態になり

かねない状況が見てとれる。それは、表６「幼稚園、保育所、認定こども園数の年次統計」 

 の数字が示す通りである。 

 表６はこども園が開設される  

ようになった 2011（平成 19）年 

からの幼稚園と保育所、こども園  

の年次統計であるが、幼稚園は、 

年々減少しているのに対し、保育  

所は多少の増減はあるものの微  

増の変化で収まっている。こども  

園に至っては、急激な増加を示し  

ている。 
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この推移から幼稚園の今後の展望について予想すると、以下のようなことが考えられる。

まず、こども園が開設された 2011（平成 19）年から 2022（令和 4）年までの幼稚園の減

少率では、33.5％の減少ということになる。16 年間で約 33％（全体の 1/3）の幼稚園が数

を減らすということは、単純に考えると、今（令和 4年）から 32 年後の 2056（令和 38）

年には幼稚園が無くなるということである。  

 もう一つの見方で考えてみると、幼稚園全体で最も園数が多かった年である 1985（昭和

60）年と 2022（令和 4）年までの幼稚園の減少率では、40.0％の減少となる。38 年間で

40％（全体の 4 割）の幼稚園が数を減らすということは、これも単純に考えると、今（令

和 4年）から 57 年後の 2081（令和 63）年には幼稚園が無くなるということである。  

終了値は同じであっても開始値をどこに置くのかで、減少率は異なる数値を示すが、こ

のたびの幼稚園の展望を予想する上では、先の二つの開始値が妥当だと考える。いずれに

せよ、これら二つの計算により導かれたのは、早くて 2056（令和 38）年、遅くとも 2081

（令和 63）年には、制度上の幼稚園が姿を消す可能性があるということになる。  

一方で、幼稚園には国立の幼稚園が存在する。これにより、その後も減少傾向が続いた

としても、公立園や私立園のようなことにはならないように思える。我が国最初の幼稚園

は国立園である。幼稚園のモデル園として誕生し、全国各地に発展普及していった歴史が

ある。そのようなことからも、国立園の存在価値がますます世に注目される日が来るので

はないかと考えられる。  

 

７７．．ままととめめとと今今後後のの課課題題  

 

このように、我が国では制度上の保育施設として、幼稚園、保育所、認定こども園の三

つがあり、それぞれに目的や機能等は異なるものの、共通して言えることは、副題にもあ

る「社会」の要請に応じる形で創設され、社会的使命を全うすることで姿を消していくと

いうことである。約 150 年、一世紀半の長きにわたり、様々な困難や難局を乗り切りなが

ら今日の幼児教育の中心を担ってきた幼稚園であったが、制度上の保育施設の形が変わっ

ていくこの時代においては、唯一の生き残る方法としては、幼稚園から認定こども園（幼

保連携型あるいは幼稚園型）へ移行することが必要になるのかもしれない。  

 今回記した年次統計については、幼稚園が数値上減少していることは事実であるが、実

際の数字の中身として、一つの幼稚園が廃園し減ったのか、幼稚園が他の幼稚園と統合し
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減ったのか、あるいは幼稚園から認定こども園へ移行して数としては減ったのかなどは定

かではない。そうした部分を今後は検証した上で、幼稚園の明るい未来につながる展望が

お示しできればと考えている。  
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1 

【実践報告】 

 

遊遊びびかからら広広ががるる造造形形表表現現  

――  ここどどもも園園開開設設にに向向けけたた一一取取組組みみ  ――  

 

 

 武田 早苗 * 

横山 美喜子 ** 

 

 

１１．．ははじじめめにに    

幼児期の造形活動は、必ずしも製作的な作り上げる活動にのみ限定されるのではなく、

ものと関わる遊びの行為をもその範疇に取り込む、より広い意味をもつ活動として理解さ

れている。こうした遊びから生まれる造形活動の指導を、東北生活文化大学短期大学部附

属ますみ保育園及びますみ幼稚園からの要請を受けて、横山は平成 29 年度から、武田は令

和４年度から実施してきた。 

ますみ保育園及びますみ幼稚園は、令和７年度にこども園として統合されることが決ま

り、こども園としての新しいカリキュラム作成を目指して、二つの園の教職員の合同研究

が進められている。その研究の柱の一つとして、横山と武田が実践を重ねてきた造形活動、

いわゆる「造形遊び」が取り上げられることとなった。 

この研究では、これまでの横山と武田による「造形遊び」の実践を振り返るとともに、

その実践の方向性を基にこども園への統合に向けて今年度積み重ねてきた二つの園の教職

員の合同研究に関するアンケートを通して、幼児や教職員の意識・取り組み状況の変容を

探る。このことから、こども園としての新カリキュラム作成に資することを目的とする。 

 

２２．．造造形形遊遊びびににつついいてて  

造形遊びは、昭和 52 年の小学校学習指導要領に「造形的な遊び」として登場し、造形

活動全般に通底するような造形実験、造形行為自体を遊ぶ精神を確保しようとするところ

から出発している。遊びのもつ能動的で創造的な性格を学習として取り入れた、材料など
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を基にした活動であり、結果的に作品を生み出すこともあるが、始めから作品をつくるこ

とを目的としない。従って、図画工作科の領域としては「鑑賞」と対をなす「表現」に位

置付けられるが、表現のもう一つの活動である「絵や立体、工作に表す」が、テーマや目

的、用途や機能などに沿って自分の表現を追究していく性質があるのに対し、「造形遊び」

は思い付くままに試みる自由さなどの遊びの特性を生かしたものであると言える。 

一方、平成 29 年３月に告示された「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「幼稚園

教育要領」「保育所保育指針」には、「造形遊び」という文言は登場しない。これは、幼児

が自分の感情や体験を自分なりに表現するときに、身振りや動作など自分の身体そのもの

の動きに託したり、音や形、色などを仲立ちにしたりするなどして具体化しており、それ

は未分化で変化するものであることからと考えられる。一方、幼児の造形活動について、

「まとまりの造形活動（思い描くイメージにまとめていく方向で意識的に活動を組織し展

開するタイプの造形活動）」「広がりの造形活動（子どもそれぞれの興味や関心、好奇心を

もとに無意図的にものと関わる行為の活動が広がっていくタイプの造形活動）」という文言

で、二つに分類している研究者もいる。ここでは、「まとまりの造形活動」は小学校図画工

作における「絵や立体、工作に表す」につながり、「広がりの造形活動」は「造形遊び」に

つながっていくとおさえることができる。また、小学校学習指導要領図画工作科解説には、

「造形遊びは、幼児期の教育の、いろいろな素材に親しみ工夫して遊ぶ内容との関連も深

く、幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の視点においても重要な活動である。」という

一文もある。これは、幼児教育における造形的な「遊び」が小学校教育の図画工作科にお

ける「造形遊び」に受け継がれていることを意味している。 

 

３３..  両両園園ででののここれれままででのの造造形形遊遊びび  

2017 年度から 2022 年度

までに、横山と武田が行っ

た両園での造形遊びの実践

は、右の 12 回である。 

また、活動の概要は以下

の通りである。 

年  月日  対  象  実践者  造形遊びの題材名  
2017 10.13 幼 5 歳児  横山  ならべてならべて  いろかーど  
2018 6.29 幼 5 歳児  ならべてならべて  いろかーど  

7.12 保 4・5 歳児  ならべてならべて  いろかーど  
10.29 保 5 歳児  あたたかいいろ  さむいいろ  

2019 8.2 保 5 歳児  あたたかいいろ  さむいいろ  
2021 1.7 保 4・5 歳児  せんたくばさみ  つなげてつなげて  

2.9 保 4・5 歳児  ならべてならべて  いろかーど  
12.24 保 4・5 歳児  せんたくばさみ  つなげてつなげて  

2022 1.7 保 4・5 歳児  お正月らんどで  あそぼう  
12.20 保 4・5 歳児  ならべてならべて  いろかーど  

2023 1.10 保 4・5 歳児  きらきらくものす  おおきいいな！  
2.24 幼 5 歳児  武田  つんでならべて かみこっぷ  

 

表１ 横山・武田による「造形遊び」  
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これらの造形遊

びは、身近な材料

を思う存分使って、

並べる、重ねる、

つなげるなどの活

動をするなかで、

色や形の面白さや、

そうした活動によ

って変容する空間の面白さを楽しむというものである。 

子どもたちは、まず、多くの材料との出会いにわくわくし、その材料が自らの行為によ

って変容していくことを楽しみ、時には一人で黙々と、時には友達と一緒に活動を続けて

いく。気が付けば、活動していた空間も変容していることに驚き、活動への意欲はさらに

高まっていく。五感を働かせ、ものと関わる経験をしていくなかで、ものの性質を知り、

また、思いついたことを試していくうちに手や指の使い方も習得していくのである。 

こうしたものに働きかけ全身の感覚を通してものと関わり合う行為の活動である造形

遊びは、すでに０歳の乳児期にその原型の活動が認められる。０歳児は、まわりにあるも

のは何でもつかみ、口に入れ、振ってみたり、落としてみたりして自分の感覚を頼りに物

の性質を確かめる遊びをすることが観察されているからである。 

幼児の造形遊びには、次の四つの要素が認められる。横山と武田がますみ幼稚園・保育

園で行った造形遊びにあてはめながら見ていきたい。 

⑴⑴  感感触触のの活活動動様様式式  

 目新しいものや興味をもったものを目にすると、それへの働きかけの中で、視覚・触覚・

聴覚・臭覚・運動感覚など全身の感覚を呼び起こしながら、ものと関わり合っていくこと

でその特性を知ろうとし、遊びが展開する。このプリミティブな活動は自我が誕生する以

 題材名  活動内容とねらい  

１  ならべてならべて

いろかーど  
1000 枚以上の 10 ㎝四方のカード（17 色）をホールの床に並べ、
色の関係性を楽しみ、自分や友達の様々な並べ方に気付く。  

２  あたたかいいろ  
さむいいろ  

0.9ｍ×3.6ｍの障子紙に暖色と寒色を絵の具で表現し、色がもつ
イメージについて感じ味わい、共同制作を楽しむ。  

３  せんたくばさみ  
つなげてつなげて  

一人 120 個の洗濯ばさみをホールの床の上で自由につなげ、
様々なつなぎ方に気付き、できる形の面白さを味わう。  

４  お正月らんどで  
あそぼう  

ホールに張り巡らせたロープに様々な色や長さの紙テープをつ

るし、その動きや色の重なり、空間の変化を楽しむ。  

５  きらきらくものす

おおきいな！  
ホールに張り巡らせたロープに、洗濯ばさみをはさんだり、つ

なげたりしてできる空間の面白さを味わう。  

６  つんでならべて  
かみこっぷ  

1000 個以上の様々な色の紙コップを重ねたり並べたりして、色
の変化や空間の変容を楽しむ。  

 

   
ならべてならべていろかーど        おしょうがつらんどであそぼう       つんでならべてかみこっぷ  

表２ 「造形遊び」の概要  
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前の乳児期に始まり、その後年齢を重ねても常に造形活動の場で繰り広げられることにな

る。０歳の造形遊びが成立する所以であり、活動すべてに当てはまると言える。 

⑵⑵  空空間間のの活活動動様様式式  

 遊びの活動のなかで、もの自体の特性に関心を向けるのではなく、ものが生み出す空間

に関心を向け、行為の活動を通して体全体で空間と関わり合うことで遊びが展開する。活

動２（表２）以外の造形遊びでは、すべてにおいて、この様式の様子が見られる。 

⑶⑶  構構成成のの活活動動様様式式  

 並べる、積み上げる、組み合わせるといった構成活動を行うことによって、もの同士を

関連付けるという仕方で遊びが展開する。１，３，６の活動（表２）はこの様式に位置付

けられる。ここでは、構成活動を行う材料を活動に十分なほど用意することが重要である。 

⑷⑷  見見立立ててのの活活動動様様式式  

 自分の思い描いたイメージをものに投影するという働きかけを行うことによって、「見な

す」という仕方で遊びが展開する。すべての活動において、作った形に自分のイメージを

重ねていく過程が見られた。 

  

４４..  まますすみみ保保育育園園・・まますすみみ幼幼稚稚園園ででのの今今年年度度のの取取組組  

⑴⑴  合合同同研研修修会会 

令和５年７月 28 日に、二つの園の合同研修会が開催された。午前中は武田と横山によ

る造形遊びの実践を先生方に見ていただき、午後からは、活動のねらいや造形遊びの魅力・

可能性について先生方に話し合っていただくというものである。すでに、二つの園では、

こども園を開設するにあたってその柱となる活動の一つに「造形遊び」を取り上げること

が決まり、この研修会は授業研究を含めた第１回の合同研修会となった。  

 午前中に行ったのは２・３歳児と４・５歳児を対象とする二つの授業研究である。  

題材名  はさんでぱっちん  せんたくばさみ、はさんでつなげて  
実践者  武 田  横 山  
対象  ２・３歳児（30 分）  ４・５歳児（60 分）  

活動のね

らいと概

要  

〇洗濯ばさみを厚紙の周りに取り付けたり、厚紙同士繋

いだりする活動を通して、厚紙を挟み込む行為の心地よ

さを楽しんだり、できた形の面白さを味わったりする。 
〇形から想像を膨らませ見立てて遊ぶ。  

〇洗濯ばさみの形の特性からできる曲線や立体を生か

し、洗濯ばさみ同士をつなげ、できる形の面白さを味わ

う。  
〇活動を空間にも展開させたり、友達同士繋げたりする

ことで、場の変容を楽しむ。  

留意点  

〇２・３歳児の力を考えて、洗濯ばさみ同士をつなぐの

ではなく、厚紙に挟む。  
〇５，６人のグループを作り、その中央に洗濯ばさみを

置くなど場の設定を工夫する。  

〇洗濯ばさみは一人分１００個ずつ配布し、足りなけれ

ば個々に追加する。  
〇最後に全体を見たり歩いたりして鑑賞し、気付いた点

を発表させる。  

 

表３ 合同研修会での「造形遊び」  
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この実践では、保育園・幼稚園の同年齢の子どもたちが一緒に活動を行っており、両園

の先生方に活動を同時に見ていただくことで、造形遊びにおける子どもたちの活動の様子

や内容を理解していただくことを一つのねらいとしている。また、２・３歳児と４・５歳

児に同じ「洗濯ばさみ」を用いた造形遊びを行わせることによって「造形遊び」が様々な

年齢の子どもたちに展開できることを証明しようとするものであった。 

午後の研究討議では、これまでの二つの園での造形遊びを振り返るとともに造形遊びの

意義と可能性についての話や授業を観察した先生方からの発表、テーマを決めてのグルー

プ討議も行われた。研修会を終えての先生方の感想は次の通りである。  

〇子ども一人ひとり自由に伸び伸びと遊んでいて表情が生き生きしていたのが印象的だっ

た。また保育士自身もわくわくして楽しいものだった。  

〇環境構成、指導者の働きかけ一つで活動内容が次々と変わっていく姿を見ることができ、

子どもの想像力・発想力の豊かさを実感できた。  

〇一人の子どもを追って観察した職員の発表が面白かった。「あの子はそんなつぶやきをし

ていたんだ！」という驚きもあった。  

⑵⑵  三三つつのの研研究究授授業業  

  ８月、10 月、11 月に、両園の先生方による三つの研究授業が行われた。それぞれの３，

４，５歳児の合同の授業で、授業者はそれぞれの担任の先生方であった。 

武田と横山は、研究授業を観察した後、授業者や園長先生、各主任の先生方とともに、

授業検討会に臨み、授業について様々な角度から振り返りを行った。対象とする幼児の実

態を一番よく知っている先生方の授業なので、幼児の様子の把握やそれに伴う支援などは

素晴らしいものだった。一方、材料の選択や導入での投げかけなど悩んでいる点もあり、

それについてはアドバイスを行った。 

  はさんでぱっちん（３・４歳児）           せんたくばさみ はさんでつなげて（４・５歳児）  
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⑶⑶  アアンンケケーートトかからら 

12 月下旬、これまでの取組をふまえ、造形遊びに対する教職員の意識調査を行った。対

象は、両園の子どもたちの授業に関わる職員で、幼稚園６名、保育園 13 名である。勤務

年数が１年目から 24 年になる職員まで経験は様々である。結果は次の通りである。  

①表表現現における「造形活動」 図１  

「とても楽しい」「やや楽しい」

が８割を超え、「あまり楽しくない」

と答えた方はいなかった。このこと

から、両園の先生方は、「造形活動」

を楽しんでいることが分かった。 

②「造形遊び」について 図２  

「とても面白い」「やや面白い」が８

割を超えており、「わからない」と答

えた方は１名、「つまらない」と答え

た方はいなかった。理由としては、

実施日  ８月 31 日  10 月 19 日  11 月２日  
対象  ５歳児  ３歳児  ４歳児  
実践者  保鈴木・幼栁田  保榎並・幼大川  保村上・幼川村  
材料  新聞紙  段ボール  画用紙  
時間  ６０分  ６０分  ６０分  

活動の

ねらい

と概要  

〇新聞紙の様々なつなげ方に気

付き、つなげてできる形を楽し

む。  
〇新聞紙遊びを通して幼稚園・保

育園の友達と一緒に楽しく活動

する。  

〇段ボールを使った遊びを通して

幼稚園・保育園の友達と一緒に活動

することを楽しむ。  
〇段ボールを使ってイメージした

ものを作ったり、遊びを展開したり

することを楽しむ。  

〇画用紙を貼り合わせて、様々な形

や想像したものを作り上げることを

楽しむ。  
〇グループ活動をすることで、友達

とかかわって一緒に活動する楽しさ

を味わう。  

留意点  

〇緊張や不安を示す子に配慮し、

時間に余裕をもって活動を楽し

めるようにする。  
〇新聞紙を十分に用意し、活動が

ダイナミックに発展していける

ようにする。  

〇緊張や不安を示す子に声をかけ

たりして配慮し、楽しんで活動に参

加できるようにする。  
〇段ボールを十分に用意し、遊びが

発展していけるようにする。  

〇職員同士の連携を図り、子どもた

ちが安心して交流し、楽しい雰囲気

の中で活動できるよう配慮する。  
〇導入や展開を丁寧に行い、活動へ

の期待感や意欲を高め、満足感が味

わえるようにする。  

   

 

 

 

 

表４ 両園の教員による研究授業  

図１  

図２  
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「子どもたちが自由に伸び伸びと表現することを楽しむ活動で、想像力・発想力を十分に

発揮できると感じたから」などが挙げられた。 

③造形遊び」をやってみたいか 図３ 

「是非やってみたい」「やってみた

い」が８割近くとなり、「やりたくな

い」と答えた方はいなかった。「遊び

方に正解はなく、子どもたち一人ひ

とりがその子なりに楽しめるため」

という理由を挙げる方や、「自然を取り入れた造形遊びをしてみたい」「まだまだ自分の知

らない造形遊びがあるので、子どもたちと一緒に楽しみたい」など、これからの活動へに

意欲を示す方もいた。 

④子どもたちにとっては 図４  

９割以上の先生が、「子どもたちにと

って楽しい」または「やや楽しい」

と思うと答えている。中でも、担任

の先生から「また、この活動をした

い！と子ども達が話す姿があった」「普段製作活動に気が向かない子も生き生きと楽しんで

いる姿に驚いた」「自分の表現したものを認められることで、友達の表現したものも否定せ

ずに受け入れる姿が増えたように思う」「自分で遊びを作り出そうとする様子も少し見られ

るようになった」などの感想をいただいた。 

⑤造形遊びはこども園への移行に

いい影響があると思うか 図５  

9 割以上の先生方が「とてもある」

「ややある」と答えている。「交流し

ながら、回数を重ねていくことで、

子ども同士のコミュニケーションが

自然にとれていく姿があり、とても意味があると感じた」「子ども同士の交流は勿論、職員

の気付き、学び、これからの保育・教育を考える良い機会となっている」「両園の子どもの

姿をお互いに知ることができる」「両園の担当同士で互いの考えを伝え合い、知ろうとする

ことができた」などの感想が多かった。  

 

 

 

図３  

図４  

図５  
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５５..  ここれれかかららにに向向けけてて 

意識調査では、先生方の「造形遊び」への理解が更に深まり、「造形遊び」の可能性に

対して大きな期待を寄せていることが分かった。また研究を通してこども及び職員の交流

も進んでいることが分かった。こども園の開園まであと 1 年。そこで、これからの研究の

展開について考察したい。先生方からは、これからについて次のような希望が寄せられた。 

⑴ 造形遊びの材料となるものをさらに考えていきたい。 

⑵ 年齢に応じた造形遊びの環境づくりについて考えたい。 

⑶ 造形遊びと製作活動のバランスについて知りたい。 

⑷ 自然を取り入れた造形遊びについて考えたい。 

 これらのことから来年度は、「造形遊び」のカリキュラム作成及び環境設定を目標とする

研究となるのではないかと思う。そのためには、次のような流れが考えられる。 

⑴ 各年齢及び各季節における造形遊びの材料として相応しいものの洗い出しと実践 

⑵ 子どもたちが自然な形で造形遊びを展開できるような環境設定の工夫 

⑶ 各年齢の造形遊びの年間計画と全体計画の作成 

 こども園のカリキュラムは造形遊びに限らず、来年度中の完成を目指すことになると思

われるので、その一つとして「造形遊び」の計画も作成していくことになる。我々は、上

記の⑴～⑶について先生方に提案し、研究を推進できるように協力していきたい。そして、

今後も「感性豊かな子どもを育むこども園」としての成り立ちを支えられるように、両園

の先生方と共に研鑽を積んでいく所存である。 

 最後に、多大なご協力をいただいた ますみ保育園園長 稲邉眞由美先生、ますみ幼稚園

園長 小熊信治先生、並びに研究協力者として今年度のすべての授業研究に関わり、研究を

推進されてきた ますみ保育園主任の今野理絵先生、 ますみ幼稚園主任の武田ひろみ先生

にこの場をお借りして心より御礼申し上げたい。 

 

参参考考文文献献 

１）内閣府、文部科学省、厚生労働省（2017）：「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」「幼稚園教育要領、」

「保育所保育指針」 

２）文部科学省（2017）：「小学校学習指導要領解説 図画工作編」 

３）河邉貴子（2017）：「遊びを中心とした保育～保育記録から読み解く「援助」と展開」」萌文書林 

４）中川香子・清原知二（2018）：「新時代の保育双書 保育内容表現 第２版」㈱みらい 
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【実践報告】 

 

ピピアアヘヘルルパパーー養養成成ににおおけけるる構構成成的的ググルルーーププエエンンカカウウンンタターーのの実実践践  

 

 

米川 純子 * 

 

 

 

１１．．ははじじめめにに  

ピアヘルパーとは、Peer（仲間）、Helper（助ける人）という意味であり、年齢問わず

対等な立場で、人間なら誰でも出会う問題の相談相手になる、仲間を助ける人を示す。ピ

アヘルピングとは、プロのカウンセラーとの関係のような「私は助ける人、あなたは助け

られる人」といった立場とは違い、仲間同士で助けたり助けられたりする人間関係である。  

また、ピアヘルピングはカウンセリングの日常生活版であり、カウンセリングの大衆化

運動といえる。しかし、ヘルピングとは社交ではないため、相手の役に立っているのか

（useful な人間関係になっているのか）ということを自問自答していく作業が必要になっ

てくる。そのため、ピアヘルパーになるためには、「カウンセリング概論」「カウンセリン

グの技法」「青年期の諸問題」の 3 領域の基礎的知識を習得し、「知恵ある好意」ができる

ようなカウンセリングの基礎知識を学ばなければならない。注 1 

このピアヘルパー資格は、日本教育カウンセラー協会の認定資格である。東北生活文化

大学短期大学部生活文化学科子ども生活専攻においては、令和 4 年度よりピアヘルパー資

格を取得できる日本教育カウンセラー協会の加盟校となった。それに伴い、令和 4 年度は

「ピアヘルパー養成講座」として試験対策にも特化した講座を行った。さらに令和 5 年度

からは「ピアヘルパー演習」として単位化し、ピアヘルパーに必要とされる基礎知識を網

羅し、学生同士がふれあい体験を行える機会を多く取り入れ、他者の考えや感情に触れる

ことにより、自分自身にも気づくことができる体制を整えることにした。このピアヘルパ

ー養成に欠かせない要素がまさに「ふれあい体験」と「自他理解」である。 

 
*よねかわ じゅんこ 東北生活文化大学短期大学部 
キキーーワワーードド：ピアヘルパー／構成的グループエンカウンター／ふれあい体験  
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構構成成的的ググルルーーププエエンンカカウウンンタターー  

國分(2021)は、ピアヘルパーの仕事は、仲間に対して「旅の道づれ」になることだと述

べている。「旅の道づれ」になるとは、①話し相手になること、②荷物番をしたり荷物を背

負ってあげたりすることである。そういう人になろうと志す人が集まってくるのがエンカ

ウンターグループである。この仲間が集い、ホンネとホンネの交流をすることによってエ

ンカウンターが成立する。その中でも、何か課題を掲げて（エクササイズ）、感想を述べあ

う（シェアリング）方式が「構成的グループエンカウンター SStructured GGroup EEncounter

（以下 SSGGEE と表記する。）」である。ピアヘルパー養成に欠かせない 2 つの要素である「ふ

れあい体験」と「自他理解」が SGE のねらいにもなっている。 

2020 年は、新型コロナウイルス感染が世界中に拡充し、教育現場においてもその影響を

受けざるを得ない状況となり、本学においても 2020 年前期授業は ITC の活用による遠隔授

業となった。入学したばかりの学生は、どんな先生に学ぶのか、どんな友達がいるのか実

感がわかないままの大学生活のスタートとなった。当たり前の「学校に通う」ことができ

ない状況となり、学生たちは何を思い感じていたのか。新たな友達との出会いや、新しい

学びへの期待に胸を膨らませていたことを願いたい。E・H エリクソンは、ライフサイクル

論を提唱し、その中で青年期の課題は「identity＝自我同一性」の確立であると述べてい

る。自我同一性とは、自分が他者とは異なる存在であり、過去から現在にわたって一貫し

ている感覚のことを示す。春日井（2020）は、青年期にあたる学生たちは、これまでの家

族、学校、地域などにおける他者との関りを通して、「お世話になった」という感情を持っ

ているからこそ「誰かを助けたい」「誰かの役に立ちたい」という気持ちにつながっていく

と述べている。それが人としての生き方やあり方につながり自己実現に向けた模索が行わ

れていく。自分の人生の主人公になるということは、家族や周囲の人々からの影響や、こ

れまでの自分も対象化し、「自分は何者なのか。どんな人間になりたいのか。何のために生

きているのか。何を一番大切にしたいのか。そのために何をするのか」などと問い直して

いく。この思想は SGE の思想にもつながっていると考える。それは「実存主義」の思想で

ある。ピアヘルパーとして、仲間の旅の道づれになるためには「自分が自分の人生の主人

公である」と宣言できる人間でないとならないということである。そのためには、SGE の

エクササイズやシェアリングで自己開示を繰り返し、自己発見をしていく。これこそが「自

分の人生の主人公（ほんとうの自分）との出会い」という意味である。コロナ旋風が弱ま

ってきた今こそ、思い切り仲間とふれあい、ほんとうの自分を見つけて欲しいと願う。 
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２２．．ピピアアヘヘルルパパーー演演習習ににおおけけるる構構成成的的ググルルーーププエエンンカカウウンンタターーのの実実践践  

TTaabbllee11  

実実施施講講座座  SSGGEE エエククササササイイズズ  ねねららいい  内内容容  

第 1 回 ①あなたは何者です

か？ 

②自己紹介・他己紹介 

自己開示 

自己呈示 

自己理解 

他者理解 

①「私は…です」という文を 5 分間で 20 項目

考える。 

②2 人組になり、ジャンケンをし、勝った方が

先に 3 分間で相手のストレングスを引き出す

インタビューをする。交代し、インタビュー

される側とする側を体験する。 

第 2 回 ①ファートニックネー

ム 

②ふれあい体験 

自己開示 

自己呈示 

他者理解 

①広いスペースで円状になり椅子に座り、ボ

ールを持った人から呼んでほしいニックネー

ムとそのニックネームのエピソードを話す。 

②呼んでほしいニックネームを覚え、全員に

ボールがまわるようにお互いのニックネーム

を呼び合いボールを次々渡していく。 

第 7 回 ①バースディライン 

②合わせアドジャン 

自己開示 

非言語コミュ

ニケーション 

①ジェスチャーのみで誕生日順に一重の円を

つくる。 

②2 人組になり、1 分 30 秒で指の数字を合わ

せるジャンケンを行う。 

第 10 回 ①「受容」の練習 

②連想絵画 

自己開示 

自己呈示 

他者理解 

非言語コミュ

ニケーション 

①２人組なり、へルピー役は「小学校時代の

私」について 1 分 30 秒話す。ヘルパー役は受

容技法を使って傾聴する。 

②5 人組になり、一人ずつ会話をせずに、前の

人の描いた絵をみて連想し、順に絵を書き足

していき、一つの絵を完成させる。 

第 14 回 ①将来願望 自己開示 

自己呈示 

自己理解 

他者理解 

①4 人組になり「自分がこれからの人生でした

いと思うこと」を箇条書きの要領でメンバー

に自己開示する。 
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実施期間：令和 5 年 4 月～12 月 

実施対象：令和 5 年度ピアヘルパー演習履修者 

実施内容：ピアヘルパー演習 16 講座のうち、5 講座で実施(Table1) 

倫理的配慮：東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部研究倫理委員会の承認を得

た（令和 4-第 17 号） 

 

1) 自己開示の実践をしてみて自己発見したこと 

ピアヘルパー演習第 1 講座オリエンテーションにおいて自己紹介を行った。その際の

ポイントとして、エピソードを交えて、呼ばれたいニックネームを考えて伝えるよう

指示した。制限時間は 3 分であった。相手と話が続かず 3 分間を長く感じる者もいれ

ば、話が盛り上がり短く感じる者もいる様子であった。自己紹介という形の「自己開

示」を行い、自己発見につながったことはあるかを自由記述で回答を求めたところ、

40 通りの記述が抽出された。以下に記述例を示す。 

 

1 意外と人前で話すことが苦手ではない 

2 自分は意外と積極的に質問をすることができるということ 

3 初めて話す人でも気にせず話せるほうだと思っていたが、実際はあまり本音で話すこ

とが出来ない 

4 あまり話したことのない相手とも、共通点を見つければ楽しく話すことができる 

5 人前に立つと、言葉が出なくなること 

6 相手からみた自分について知ることができてとてもよかった 

7 質問したりすることで、内容を深く知れ、面白みや新しい発見がみつかることが重要

なのだと思った 

8 あまり話したことのない人と話してみて、意外と色々しゃべることができたので、自

分でも驚いた 

9 周りの人からすると、自分は趣味が多いらしい 

10 シェアリングをすることで、今まで知らなかった相手のことやお互いの共通点がある

ことに気づけた 

（他 30 例） 
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2）構成的グループエンカウンター体験による気づき 

  ピアヘルパー演習第 2 講座において構成的グループエンカウンターで行われるシェア

リングを実践した。内容としては、課題を提示して語り合うエクササイズを行った後

に、感想を述べあうシェアリングを行った。実際に構成的グループエンカウンターを

実践してみて気づいたことを自由記述で回答を求めたところ、34 通りの記述が抽出さ

れた。以下に記述例を示す。 

 

1 他者の意見を尊重することで楽しくその人について知ることができた 

2 意外とホンネとホンネで話すのは難しいと思った 

3 人間と人間のふれあいだから、真摯さが大事 

4 お互いが思い合って話すことができたので楽しく語れた 

5 話し合いから話が広がっていって楽しかった 

6 否定せず、意見を受け止めることができた 

7 お互いの知らない部分を知ることができた 

8 シェアリングすることで、疑問に思ったこともシェアすることができて楽しかった 

9 質問の答えに笑いが生まれて、より仲が深まるのがいいと思った 

10 正直に語り合うことで、相手も自分も楽に話せる 

11 自分の事を知れる機会であり、相手の事も知れた 

12 その人がどんな人かが知れて、仲が深まったと思う 

13 自分について伝えることができた 

14 自分の性格や相手の性格を改めて知ることができた 

15 本音で話すのはなかなか難しいが、相手を知ろうとして話すとはなしやすい 

16 知っている相手でも、初めて知ることや気づきが得られることがわかった 

17 その人の意外性を知ることができる 

18 相手の話を聞きつつ、自分の意見を大事にすることが大事 

19 ホンネで語り合うことが楽しいと感じる 

20 相手のホンネはわからないので、これからも話をし、その人のことを知っていきたい

と思った 

（他 14 例） 
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３３．．大大学学生生活活おおけけるるピピアアヘヘルルパパーー活活動動  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【0pencampus における 

Welcome board 作成】 

 

年間を通して、オープンキャンパス

に合わせてウエルカムボードを作成し

た。製作活動も得手不得手あり、積極

性に個人差がみられた。 

【高校生向け 

       ピアヘルパー活動】 

 

学生たちによるピアヘルパーの紹

介。実際に高校生たちと構成的グルー

プエンカウンターを行い、伝える難し

さを体験。 

【卒業式に向けて 

黒板アート作成】 

 

卒業する先輩に敬意を表し、黒板ア

ートを秘密で作成。卒業式には黒板ア

ートの前で誇らしげに卒業写真を撮影

する卒業生の姿がみられた。 
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４４．．考考察察  

ピアヘルパー活動参加者への心理的影響について、大友（2005）は、ピアヘルパー認定

資格取得後に小学校でボランティア活動を行った学生において積極性が目立つようになっ

たり、自尊感情が強くなったことを述べている。また、高橋他（2008）はピアカウンセリ

ング養成講座参加者の心理的変化に関して、参加者において充実感や自己表明・対人積極

性が有意に増加し、自己肯定意識の対自己領域において健康な者は、「生殖性」「連帯性」

に価値を見出していることを論じている。さらに、養成講座は自己理解や他者理解、コミ

ュニケーションスキル、自分自身の意思決定に対する自信といった面に役立ったと答える

者が多いことを報告している（久保田他,2006）。 

本研究においては、これらの知見から、ピアヘルパー養成には欠かせない「ふれあい体

験」と「自他理解」の要素を意識した構成的グループエンカウンターの実践を行った。カ

ウンセリングの必要性の背景である都市化による「人口移動」がもたらす慢性の孤独感・

孤立感を抱く者の増加や、IT 革命を代表とする「テクノロジー」の発達による人と人との

直接的なふれあい体験の減少、それに伴いホンネが表現できず、いつの間にか自分のホン

ネを見失ってしまう「自己疎外」、そしてある意味恵まれた時代だからこその「選択の迷い」

によって人とふれあうことを恐れ、自分とは何者なの、何をしたいのか、どうやって生き

ていけばいいのかを見いだせないままに社会に出てしまう。このような状況を少しでも打

破しなければならないと立ち上げたのがピアヘルパー養成の一番の目標でもあった。しか

し、2020 年には新型コロナウイルス感染が世界中に拡大し、教育現場においても ICT 活用

によるオンライン授業などが普及した。当たり前だった「学校に通い、仲間と共に学ぶ」

ことに制限がかかる学校生活を余儀なくされる時代を迎えることとなった。学生時代に「顔

をみたことがない」「話をしたことがない」「ふれあったことがない」「声も聞いたことがな

い」という仲間がどれだけいるのであろう。教育現場が持つ本来の機能である「協同の学

習の場」「協同の生活の場」「出会いと交流の場」「家族の仕事や生活を支える場」「セーフ

ティーネットの場」「ケアの場」などとしての重要な役割が欠けた時間の代償は大きいこと

が推察される。本研究においても、まだコロナ禍の影響が残る中ではあったが、構成的グ

ループエンカウンターを通しふれあい体験を行ったところ、「意外と自分が思っているより

人前が苦手ではない」ということを感じたり、「あまり話したことのない人でも、共通点を

みつければ話が盛り上がる」など、直接的に人と関わり、ふれあうことで自己発見するこ

とがあるという感想が多くみられた。さらに、エクササイズ方式で「将来願望」について
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シェアリングした際には「その人がどんな人か知れて、仲が深まった」や「自分の事を知

れる機会でもあった」のように自他理解が高まる経験となったという感想が多かった。こ

れらの結果から、ピアヘルパー養成において、構成的グループエンカウンターは有効であ

ることが明らかとなったが、なぜ自他理解などが高まったのかは明らかになっていない。

今後、ピアヘルパー活動を積み重ねていく中で、先行研究などでも明らかになっている自

他理解や自尊感情、コミュニケーションスキルの高まりが実証できるような取り組みを行

っていきたい。さらには、このピアヘルパー活動を通して、学生たちが社会で、地域で貢

献できるような人材育成につながる取り組みとなっていくことに期待する。 

 

参参考考文文献献  

注注11 日本教育カウンセラー協会(2021)、「ピアヘルパーハンドブック」、図書文化、pp.4-17 

引引用用文文献献  

大友秀人（2006）、「ピアヘルパー活動の検証の試み－短大生へのアンケート調査より－」、

青森明の星短期大学紀要、31、pp.21-29 

久保田美雪他（2006）、「ピアカウンセリング養成講座に関する調査」、新潟青陵大学紀要、

6、pp.43-54 

高橋ゆかり他（2008）、「思春期ピアカウンセラー養成セミナー受講学生における自己肯定

意識と性に対する態度の変化」、ヘルスサイエンス研究、12(1)、pp.23-29 
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